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　第34回日本ハンドボールリーグ第12戦が２月６日㈯
に市総合体育館であり、HC名古屋に33ー12で圧勝。
　試合後選手から、応援に駆けつけたファン１人１人
に、少し早いバレンタインのチョコレートのプレゼン
トがありました。
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合併４年間の検証

まほろば創生・人輝く温
ぬく

もりのある都
ま ち

市やまが
－第３回－

　合併後 4 年間を総合計画に沿い検証し、「合併後のまちづくり」として取りまとめました。その概
要について１月号から 4 回にわけて掲載しています。
　第３回目の今回は、「地域とともに支えあう暮らしづくり」の概要についてお知らせいたします。
　なお、「合併後のまちづくり」については、市役所ロビー、企画課、各総合支所および市のホーム
ページでご覧いただけます。

　…企画課　☎４３－１１１４問合せ

Ⅱ
　
総
合
計
画
に
沿
う
検
証

３　
地
域
と
と
も
に
支
え
あ
う

　
　

�

暮
ら
し
づ
く
り

⑴
高
齢
者
福
祉
の
推
進

生
活
管
理
指
導
事
業

　
介
護
保
険
制
度
で
非
該
当
の
独
居
高
齢

者
等
で
、
軽
度
の
支
援
が
あ
れ
ば
自
立
が

図
ら
れ
る
高
齢
者
や
病
後
の
一
時
的
な
生

活
支
援
が
必
要
な
人
、
閉
じ
こ
も
り
傾
向

に
あ
る
高
齢
者
等
に
対
し
て
自
立
し
た
生

活
の
継
続
を
図
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
ホ
ー
ム
ヘル
パ
ー
の
派
遣

お
よ
び
短
期
間
の
宿
泊
に
よ
り
調
理
指
導
、

掃
除
指
導
、洗
濯
指
導
、買
い
物
等
の
指
導･

支
援
を
行
い
、高
齢
者
の
生
活
能
力
を
で
き

る
だ
け
引
き
出
し
て
高
め
て
い
く
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

利用登録人員数
20 年度19 年度18 年度17 年度16 年度

27

41

33

39

( 人 )

29

生活管理指導利用者の推移

130

140

150

160

170

180

190

利用助成者数

平成 20年度平成 19年度平成 18年度 0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

委託料

1,503

2,698

179

163

2,605

150

( 人 ) ( 千円 )

外出支援サービスの状況 外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
家
庭
で
の
移
送
ま
た
は
路
線
バ
ス
等
の

利
用
が
困
難
な
高
齢
者
等
の
外
出
支
援
策

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
す
る
場
合

に
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
利
用
券
₅₀₀
円
×
4₈
枚
（
年
間
）

   

を
交
付
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相談支援の状況 ⑵
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
福
祉
の
促
進

相
談
支
援
事
業

　
障
が
い
児（
者
）や
そ
の
家
族
の
自
立
を

支
え
る
た
め
障
が
い
そ
れ
ぞ
れ
に
相
談
員

を
配
置
し
、
当
事
者
や
家
族
の
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
や

そ
の
他
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

支
援
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

虐
待
の
防
止
お
よ
び
そ
の
発
見
・
権
利
擁

護
の
た
め
の
必
要
な
援
助
を
行
う
た
め
関

係
機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

⑶
健
や
か
な
子
ど
も
の
育
成

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
核
家
族
化
の
進
行
、
夫
婦
共
働
き
家
庭

の
一
般
化
、
一
人
親
家
庭
の
増
加
の
中
で
、

昼
間
保
護
者
が
い
な
い
児
童
に
対
し
、
安

全
な
居
場
所
を
提
供
し
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
お
お
む
ね
小
学
校
1

～
3
年
生
を
対
象
に
遊
び
を
主
と
し
た
子

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

精神知的身体

20年度19年度18年度
551

1,289

834

663

440

1,166

663

( 人 )

614
440

2,004

962

1,166

0

2

4

6

8

10

12

14

開設数

20年度19年度18年度17年度 0

100

200

300

400

500

登録者数

246
302

11
8

330

11

( 人 )

13

387

放課後児童クラブの状況

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

ぽかぽか利用者数

おさか童夢利用者数
20年度19年度18年度17年度16年度

2,405

3,479

3,176

( 人 )

2,632

3,522

1,426 1,687
805

3,623 3,189

つどいの広場事業の状況 ど
も
の
居
場
所
と
し
て
児
童
ク
ラ
ブ
を
組
織

し
、
体
験
学
習
、
社
会
参
加
活
動
を
通
し

て
児
童
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

一保育利用者数（延べ）

延長保育利用者数（延べ）

20年度19年度18年度17年度 0

2

4

6

8

10

12

14

16

軽度障がい児保育受入数

障がい児保育受入数

7,068 7,490

7

640
1,819

9

( 人 )

2,170

7,080

( 人 )

2,332

9.160

7

11

15

6

11

9

特別保育の状況

つ
ど
い
の
広
場
事
業

　
乳
幼
児
を
持
つ
子
育
て
中
の
親
が
気
軽

に
集
い
、
語
り
合
い
、
不
安
や
悩
み
を
解

消
す
る
居
場
所
を
提
供
し
、
保
育
士
に
よ

る
子
育
て
の
悩
み
相
談
や
地
域
の
子
育
て

関
連
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

孤
立
感
や
負
担
感
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
お
さ
か
童
夢
（
旧
小
坂
保
育
所
）
や
ぽ

か
ぽ
か
（
健
康
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
）
に

お
い
て
、
子
育
て
中
の
親
子
に
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
や
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
に
新
た
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
事
業

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
現
在
、
本
市
で
は
乳
幼
児
の
疾
病
の

早
期
治
療
を
促
進
し
、
そ
の
健
康
の
保

持
お
よ
び
健
全
な
育
成
並
び
に
子
育
て

支
援
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
の
医
療
費

の
一
部
負
担
金
に
対
し
て
助
成
を
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
22
年
１
月
か
ら
対
象

年
齢
を
６
歳
か
ら
12
歳
に
引
き
上
げ
「
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
と
し
て
制
度

の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑷
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

　
老
人
保
健
法
で
実
施
し
て
い
た
基
本
健

診
（
生
活
習
慣
病
健
診
）
が
、
平
成
20
年

度
か
ら
は
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
を
対
象
と

し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指
導

が
医
療
保
険
者
（
国
保
）
に
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
制
度
に
関
す
る
普
及
啓
発
に

よ
る
受
診
率
向
上
、
未
受
診
者
対
策
等
の

円
滑
な
実
施
に
向
け
た
体
制
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
効
果
的
な
健
診
・
保
健
指
導

を
実
施
す
る
た
め
の
質
の
向
上
を
行
い
、

対
象
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
よ
り
効
果
的

な
展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

地
域
・
職
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

▲特定検診結果説明会

特
別
保
育
事
業

　
共
働
き
家
庭
の
増
加
や
就
労
形
態
の
多

様
化
に
よ
り
、
保
育
時
間
の
延
長
を
必
要

と
す
る
児
童
や
、
障
が
い
児
な
ど
特
に
配
慮

を
必
要
と
す
る
児
童
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
に
お
い
て
一
時
的
に
保
育

を
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
預
か
り
保
育

な
ど
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
延
長
保
育
、
一
時
保
育
、
障
が
い
児

保
育
の
特
別
保
育
事
業
を
実
施
し
、
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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⑸
賢
い
消
費
者
の
育
成

消
費
生
活
相
談
事
業

　
消
費
者
に
対
す
る
悪
質
商
法
の
騙だ

ま

し
の

手
口
も
巧
妙
化
し
、
か
つ
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
も
今
ま
で
に
な
い
形
で
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
被
害
者
も
高
齢
者
、
社
会
的
経
験
の

浅
い
若
者
等
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
消
費
生
活
地
域
相
談
員
に

よ
る
出
前
講
座
等
の
啓
発
事
業
や
消
費
生

活
地
域
相
談
員
の
研
修
を
行
う
こ
と
で
、

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、

苦
情
相
談
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
解
決

に
努
め
て
い
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
に
新
た
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
事
業

○
医
師
修
学
資
金

　
医
師
の
偏
在
に
よ
る
全
国
的
な
医
師

不
足
は
本
市
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
う

市
立
病
院
の
医
師
不
足
は
喫
緊
の
重
大

な
課
題
で
す
。
将
来
、
市
立
病
院
に
勤
務

し
地
域
医
療
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
医

学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ

り
、
優
秀
な
医
師
を
育
成
す
る
と
と
も
に

医
師
の
確
保
と
地
域
医
療
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

※
修
学
資
金
の
種
類
お
よ
び
貸
与
額

　
入
学
料
、
授
業
料
、
生
活
費
相
当
額

⑹
社
会
保
障
制
度
の
円
滑
な
運
用

生
活
保
護
（
扶
助
費
）

　
生
活
保
護
は
、「
生
存
権
の
保
障
」「
自

立
の
助
長
」
を
目
的
と
し
、
経
済
的
に
困

窮
す
る
市
民
の
最
後
の
救
済
手
段
と
し
て

無
差
別
平
等
に
最
低
生
活
を
保
障
す
る
も

の
で
す
。

　
高
齢
者
や
傷
病
障
が
い
者
等
社
会
的
弱

者
と
呼
ば
れ
る
方
々
の
生
活
の
安
定
を
保

障
し
、
自
立
助
長
を
支
援
し
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

研修会・講演会参加者数
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2,000

4,000

6,000

8,000
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16,000

結核検診者数予防接種者数

20 年度19年度18年度17年度
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11,974
13,634

予防接種者数の推移
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県への相談件数市への相談件数

20年度19年度18年度17年度16年度
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35 48 55

476
411

352
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苦情相談件数の推移
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被保護人員数

被保護世帯数

20年度19年度18年度17年度16年度 0

1.00

2.00
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4.00

5.00

6.00
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保護率

4.56 4.61

222216

4.84

281

(％)

240

5.42

266
212

263
314

264

357

6.16

生活保護の状況

小
児
救
急
医
療
体
制
整
備
事
業

　
全
国
的
に
地
域
の
医
療
機
関
に
お
け
る

医
師
不
足
や
、
小
児
科
・
産
科
等
の
特
定

の
診
療
科
に
お
け
る
医
師
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
中
で
、
市
内
の
小
児
科
専
門
の

１
医
療
機
関
・
内
科
等
1₀
医
療
機
関
が
中

心
と
な
り
小
児
医
療
を
担
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
17
年
度
よ
り
内

科
医
師
等
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
、

小
児
救
急
医
療
体
制
の
補
強
お
よ
び
質
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
2₀
年
度
に

お
い
て
は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
等
を
対

象
と
し
た
市
民
講
演
会
を
追
加
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
報
等
に
小
児
救
急
電
話
相
談

の
情
報
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児

健
診
・
育
児
相
談
・
家
庭
訪
問
等
の
あ
ら

ゆ
る
機
会
に
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
か

か
り
つ
け
医
」
の
必
要
性
や
早
期
受
診
に

つ
い
て
の
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

0

100

200

300

400

20 年度19年度17年度

101 54

( 人 )

※18年度は未開催
※20年度は医師及び一般参加者を
　合算しています

365

各
種
予
防
対
策
事
業

　
感
染
症
に
よ
る
患
者
の
発
生
や
死
亡
者

数
の
大
幅
な
減
少
を
も
た
ら
す
伝
染
病
対

策
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
予
防
接

種
の
機
会
を
安
定
的
に
確
保
す
る
と
と
も

に
、
社
会
全
体
と
し
て
一
定
の
接
種
率
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
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市民課・各総合支所での
本人確認には「住基カード」が便利です！

問合せ

　3 月・４月は、就職や転勤などのため、窓口が大変混雑
します。
　住所や健康保険の異動などの手続きをする場合は、お早
めに手続きをしていただきますようお願いします。
　また、平成 20 年５月１日から各種届出や証明書等の交
付請求時に、虚偽申請の防止と個人情報を保護するために
免許証等により「本人確認」を行っています。車の運転免
許証や官公庁が発行する顔写真入りの証明書をお持ちでな
い人は、顔写真入りの住民基本台帳カード（有料 500 円）
の作成をお勧めします。（カード作成は、山鹿市役所本庁
市民課までお越し下さい）

…市民課
☎４３−１１６９
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災害対策、みんなで考えてみましょう
　…防災のつどい　１月17日　山鹿中学校グラウンド

　阪神大震災から 15 年を迎えたこの日、日赤ボランティア
山鹿あいの会（星子みずほ会長）と山鹿市社会福祉協議会主
催により、防災のつどいが行われました。
　１月 17 日の記憶を風化させず、防災意識を高め災害に対
する備えの重要さを住民へ強く呼びかける目的で、毎年この
日に行われており今年で 12 回目。
　会場には、山鹿消防署の指導で救急法や心肺蘇生の講習、
三角巾を使った応急処置や起震車に乗っての地震体験なども
ありました。
　炊き出し実習では、米と水を炊飯袋に詰めた災害救助用包
装食（ハイゼックス包装食）をカレーライスにして貝汁とと
もに市民に振舞われました。

▲三角巾を使って応急措置の練習をする参加者

アイディアいっぱいの恵方巻き
　…恵方巻き試食会　1月 25日　水辺プラザかもと

　地元食材で作ったアイディア恵方巻きの試食会が、水辺
プラザかもとで行われました。
　節分の日に、その年の恵方に向かって巻きずしを食べる
と福が舞い込むという伝承があり、今年は 18 組の地元農
家や飲食店が 35 種類のアイディアを凝らした自信作の恵
方巻きを披露しました。
　エビフライやポテトサラダを使ったり、野菜たっぷりの
ヘルシー仕立て、焼き栗入りの恵方スイーツなどバラエ
ティーに富んだ恵方巻きが登場。
　切らずにそのまま、願いごとをしながら一気に食べるこ
とがポイントのようです。

地域ぐるみで子育て支援
　…支援センター交流会　１月27日　幸の国健康館ゆ〜かむ

　鹿北子育て支援センターを利用しているお母さんやファミ
リー・サポートセンターの会員、町内農家の有志など約 50
人が参加して、もちつきなどで交流を深めました。
　センターを利用するお母さんの約８割は鹿北町以外の出身
者で、地域ぐるみで子育てを支援し農家との交流を通じて地
域の農業や農産物を知ってもらおうと、農産加工関係者や地
元農協に呼びかけて行われました。
　交流会では、広見農業同志会（酒井兼生会長）が育てたも
ち米でもちつきをしたり、地元産イチゴ使った大福づくりを
楽しみました。
　また、母親からは、ミカン果汁を使ったフルーツ白玉のア
イディア料理が振る舞われました。

▲親子でもちつきを楽しむ参加者

▲見た目も味も抜群のアイデア恵方巻き
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赤穂義士 17 士をしのんで
　　…義士まつり　2月４日　日輪寺（杉）

　日輪寺には、忠臣蔵で知られる赤穂義士 47 士のうち大石
内蔵助良雄ら 17 士の遺髪をまつった慰霊塔があり、毎年義
士の命日の２月４日に慰霊祭が行われています。
　今年は、姉妹都市で赤穂義士ゆかりの兵庫県赤穂市の豆
田正明市長、池田芳伸議長が参列し、市民や関係者など約
200 人が遺髪塔前で手を合わせ慰霊しました。
　慰霊祭後、本堂では若林鶴雲さん、西分鶴幸さんによる
歴史講談「梶川与惣兵衛の屏風回し」など３題上演があり、
参列者は講談師のりゅうちょうな話に聞き入っていました。
　会場では、討ち入りそばや郷土料理が振る舞われました。▲遺髪塔前で焼香する赤穂市の池田議長

優勝を目指して完全燃焼
　…第 25回鹿北町駅伝大会　　２月７日
　　　鹿北体育センター〜田中折り返し
　…第 36回菊鹿一周駅伝大会　２月７日　菊鹿地区一円

　鹿北地区では 17 チームが参加して地区対抗駅伝大会が開
催されました。９区間 18.1 キロで熱戦が繰り広げられ、幸ケ
丘が２位以下を大きく引き離して見事４連覇を飾りました。
　また菊鹿地区でも 27 チームが参加して菊鹿一周駅伝大
会が開催され、10 区間 20 キロで健脚を競い、昨年準優勝
の島田チームが見事優勝を飾りました。
　天候にも恵まれ、沿道には多くの家族や地域の人々が応
援に訪れ、選手に大きな声援を送っていました。
今年の上位入賞地区は以下のとおりです。
第 25回鹿北町駅伝大会
　１位…幸ケ丘青組　２位…荒平 A　３位…下中
第 36回菊鹿一周駅伝大会
　１位…島田　　　　２位…下永野　３位…川西

◀
一
斉
に
勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト

　

す
る
一
区
の
選
手
た
ち

やさしい灯りで温かいおもてなし
　　…山鹿灯籠浪漫・百華百彩
　　　　２月５日〜 27日　八千代座・豊前街道一帯

　８回目を迎える山鹿の冬の風物詩「山鹿灯籠浪漫・百華
百彩」が豊前街道一帯で行われ、県内外から多くの観光客
が訪れ、幻想的な灯りに包まれた山鹿の夜を楽しみました。

　今年は 11 団体が趣
向をこらした灯りのオ
ブジェを作成し、八千
代座エントランスなど
に飾られました。
　 期 間 中、 約 6,000
個の竹灯りが豊前街
道一帯をろうそくの
温かい光で包み込み
ました。

身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

▲ろうそくの灯りが寒い夜を温かく照らします
オープニングを飾る灯籠踊り保存会▶

▶
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら

　

た
す
き
を
つ
な
ぐ
選
手
た
ち
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職
場
体
験
の
感
想

　
山
鹿
市
の
芝
居
小
屋
八
千
代
座
で
、
市
教
育
委

員
会
主
催
の「
夢
を
つ
か
む
立
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
あ
り
、
市
内
６
中
学
校
の
２
年
生
５
６
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
山
鹿
市
出
身
の
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
日

本
代
表
の
生い

き
な
が長

奈な

お

み
緒
美
さ
ん
が「
出
遭
え
た
喜
び
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　
生
長
さ
ん
は
、
先
天
性
の
緑
内
障
の
た
め
、
視

力
が
失
わ
れ
て
い
く
な
か
で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に

魅
せ
ら
れ
、
中
学
・
高
校
・
短
大
と
音
楽
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
障
害
ス
ポ
ー
ツ
の
水
泳

に
も
力
を
入
れ
、
現
在
は
週
に
４
回
ほ
ど
泳
い
で

い
ま
す
。

　
講
演
で
は
、「
何
事
に
も
あ
き
ら
め
な
い
で
、

夢
を
見
る
の
で
は
な
く
か
な
え
て
ほ
し
い
」
と
中

学
生
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　
山
鹿
中
の
大
塚
健
人
く
ん
は
「
夢
を
持
っ
て
共

に
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

夢
へ
向
か
う
中
学
生

中
学
生
560
人
共
に
夢
を

▲立志式で生長さんの講演を聞く生徒たち

生
長
さ
ん
に

　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ　

水
泳
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
　
視
覚
障
害
者
で
も
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
こ
と

　
を
知
り
、
子
ど
も
の
時
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
水

　
泳
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ　

視
力
を
失
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
　
精
神
的
に
、
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　
目
が
ま
だ
少
し
見
え
る
と
き
は
、
ぶ
つ
か
っ
た

　
ら
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
視
力
を

　
失
っ
て
か
ら
は
、
白
杖
（
は
く
じ
ょ
う
）
を
突

　
い
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
周
り
の
こ

　
と
が
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

今
日
、
八
千
代
座
に
来
て
い
る
た
く
さ
ん
の

　

中
学
生
に
、
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
？

Ａ
　
何
事
に
も
、
途
中
で
絶
対
あ
き
ら
め
な
い
こ

　
と
で
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
続
け
て
い
け
ば
夢
は

　
か
な
え
ら
れ
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

立
志
式
を
終
え
て
・
・
・

藤
本　

祥し
ょ
う
た
ろ
う

太
朗
く
ん
（
鹿
北
中
）

　「
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
未
来

　
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
」

反
後　

克か
つ
あ
き彬
く
ん
（
菊
鹿
中
）

　「
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
、
自
分
の
信
念
を

　
突
き
進
ん
で
い
き
た
い
」

谷　

智と
も
や哉
く
ん
（
鹿
本
中
）

　「
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
に
、
感
謝
し
て
い

　
き
た
い
」　

▲緊張しながらインタビューを体験

　インタビューするのは、初め
てで緊張しました。でも、とて
も良い経験になりました。

　最初から最後まで自分たちで
やってみて、戸惑うこともあっ
たけど、少し成長したような気
がしました。

▲「夢はかなえるもの」と激励する生長さん

牛
う し じ ま

島　彩
さ き

希さん横
よ こ て

手　里
さ と み

美さん

　体験活動を通して、企業や事業所で働き、働く人の
姿に触れることで、「働くことの意義」や「将来の自
分の生き方」を考え、社会への理解を深め、社会の一
員として自分の在り方や生き方を考えるきっかけづく
りにしようと、２月２日・３日の２日間、山鹿中学校
の２年生が職場体験をしました。
　市の広報紙づくりを体験した２人に、このページの
作成に挑戦してもらいました。
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霜
野
老
人
ク
ラ
ブ
︵
髙
木
義
則
会
長
︶

　　
鹿
央
町
霜
野
区
に
あ
る
康
平
寺
に
は
、
県
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
平
安
時
代
初
期
に
作
ら
れ
た
木
造
地
蔵
菩
薩
像
や

鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
た
と
い
う
木
造
二
十
八
部
衆
な
ど
、
約
３
０
０

体
が
収
蔵
庫
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
本
尊
の
「
千
手
観
音
像
」
と
「
二
十
八
部
衆
」
が
そ
ろ
っ
て

い
る
寺
は
、
京
都
の
三
十
三
間
堂
や
清
水
寺
を
は
じ
め
、
全
国
で

も
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

お
観
音
さ
ん
の
お
か
げ

　
霜
野
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
９
年
か
ら
県
の
委
託
を
受
け
て
「
康

平
寺
収
蔵
庫
」
の
管
理
を
続
け
て
い
ま
す
。

　「
わ
た
し
た
ち
と
観
音
さ
ん
は
一
心
同
体
。
平
均
年
齢
は
₈₀
歳
を

超
え
ま
し
た
が
、
み
ん
な
お
世
話
を
で
き
る
こ
と
が
嬉
か
と
で
す

よ
」
と
髙
木
会
長
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
７
班
に
分
か
れ
て
毎
日
交
代
で
、

本
堂
や
ト
イ
レ
、
駐
車
場
な
ど
を
２
時
間
ほ
ど
か
け
て
丁
寧
に
清

掃
し
て
い
ま
す
。
17
基
の
花
立
に
は
、
四
季
折
々
の
草
花
が
絶
え

る
こ
と
な
く
供
え
て
あ
り
、
き
め
細
か
い
気
配
り
が
随
所
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
掃
除
が
終
わ
る
と
お
客
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
康
平

寺
の
由
来
や
仏
像
の
こ
と
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が
ら

案
内
し
て
い
ま
す
。「
お
茶
や
お
茶
菓
子
を
添
え
て
お
出
し
す
っ
と

で
す
。
や
お
い
き
ま
っ
せ
ん
ば
っ
て
ん
、
お
客
さ
ん
と
話
が
で
き

た
り
喜
ん
で
く
れ
る
笑
顔
を
励
み
に
、
み
ん
な
頑
張
と
り
ま
す
」

生
き
が
い
の
あ
る
毎
日

　
全
国
的
に
も
希
少
と
さ
れ
て
い
る
仏
像
群
の
こ
と
な
ど
、
地
元

の
霜
野
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
ガ
イ
ド

と
温
か
い
お
も
て
な
し
は
、
多
く
の
方
々
に
感
動
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
県
内
外
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
お

客
さ
ん
が
来
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
毎
年
お
客
さ
ん
も
増
え
て
、
お
観
音
さ
ん
も
う
れ
し
か
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
お
観
音
さ
ん
が
﹁
老
人
会
あ
り
が
と
う
﹂
と
い
っ
て

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
わ
た
し
た
ち
も
生
き
が
い
の
あ
る

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が

ら
活
動
し
て
い
き
た
い
」と
顧
問
の
三
宮
忠
幸
さ
ん
は
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
観
音
さ
ん
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
守

ら
れ
て
い
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
「
み
ん
な
元
気
で
、
笑
顔
で
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
を
合
言
葉
に
、
霜
野
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
は
今
日
も
続
き
ま
す
。

　
心
安
ら
ぐ
現
代
の
桃
源
郷
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
康
平

寺
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
賞
を
受
賞

平
成
₁₆
年
：
熊
本
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
　
　
　
　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

平
成
₁₇
年
：
熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
国
大
会

　
　
　
　
　
（
山
鹿
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
分
科
会
で
康
平
寺
旅
先

　
　
　
　
　

案
内
人
と
し
て
発
表
）

平
成
₁₈
年
：
﹁
く
ま
も
と
観
光
賞
﹂
受
賞

康
平
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
月
曜
日
を
除
く
毎
日
、
９
時
～
17
時
（
冬
期
は
16
時
）

▶
康
平
寺
の
由
来
な
ど

　

を
分
か
り
や
す
く
説

　

明
す
る
髙
木
さ
ん

　

(

写
真
中
央)

▲四季折々の草花が絶えず供えてあります

▲毎日交代で康平寺の管理をしている霜野老人クラブのみなさん

◀
笑
顔
で
仏
像
の
説
明

　

を
す
る
三
宮
さ
ん

　

(

写
真
左)
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宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
・
道
し
る
べ
石
・
仁
王
像
な
ど
の

石
造
物
も
造
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仁
平
の
技
術
の
流
れ
を
受
け
継

い
で
架
橋
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
眼
鏡
橋

に
、
山
鹿
市
石
の
八
幡
宮
前
の
石
橋
（
時
代

不
詳
）、
植
木
町
の
豊
岡
橋（
享
和
２
年
：

１
８
０
２
）、
御
船
町
の
門
前
川
橋（
文
化
５

年
：
１
８
０
８
）、
菊
陽
町
の
井
口
橋（
時
代

不
詳
）
の
４
例
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
長
崎

で
開
花
し
た
眼
鏡
橋
架
橋
技
術
を
城
北
地
方

に
広
め
た
の
が
石
工
「
仁
平
」
で
あ
り
、
城

北
地
方
に
は
仁
平
を
祖
と
す
る
石
工
集
団
が

活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
熊
本
県
中
部（
御

船
・
上
益
城
地
方
）や
南
部（
種
山
・
八
代
地

方
）へ
伝
わ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

安
永
年
間（
１
７
７
２
～
１
７
８
０
年
）ご

ろ
か
ら
、
肥
後
北
部
中
心
に
眼
鏡
橋
の
架
橋

を
指
導
し
、
活
躍
し
た
そ
の
人
物
こ
そ
が
石

工
棟
梁
の
「
仁
平
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　
紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下

　
輝
幸
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
菊
鹿
町
長
）

連載第 53回

　
仁
平
は
江
戸
時
代
の
元
文
３（
１
７
３
８
）

年
か
ら
寛
政
２（
１
７
９
０
）年
ご
ろ
に
活
躍

し
た
石
工
で
す
。

　
菊
鹿
公
民
館
裏
手
の
日ひ

わ
た
し渡

共
同
墓
地
の
東

側
に
、
大
き
く
立
派
な
仁
平
の
墓
碑
が
あ
り

ま
す
。
正
面
に
南
無
阿
弥
陀
仏
、
裏
面
に
俗

名
石
工
仁
平
と
刻
み
、
石
工
と
し
て
優
れ
た

技
量
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　
仁
平
の
祖
の
根
元
は
大
分
県
日
田
郡
津
江

村
で
、
父
三
九
郎
と
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
嶋

へ
移
り
、
津
江
村
へ
帰
る
途
中
の
宝
暦
10

（
１
７
６
０
）年
ご
ろ
に
菊
鹿
の
下
内
田
庄
屋

原
口
喜
兵
衛
の
名な

ご子
と
し
て
日
渡
に
居
住
し

ま
し
た
。

　
明
和
４（
１
７
６
７
）年
ご
ろ
に
長
崎
の
中

嶋
川
で
眼
鏡
橋
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
た

後
、
安
永
３（
１
７
７
４
）年
に
菊
鹿
町
の
太

田
川
に
試
作
の
眼
鏡
橋
で
あ
る
洞
口
橋
を
架

設
し
ま
し
た
。

　
洞
口
橋
は
中
国
式
の
リ
ブ
ア
ー
チ
工
法
を

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
架
設
時
に
は
ア
ー
チ
を

形
成
す
る
７
個
の
輪
石
を
一
つ
一
つ
楔く

さ
び
い
し石

で

結
び
つ
け
て
、
ア
ー
チ
全
体
の
変
形
や
崩
壊

の
予
防
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
手

法
に
仁
平
独
自
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

洞
口
橋
が
「
熊
本
県
最
古
の
眼
鏡
橋
」
で
す
。

ち
な
み
に
洞
口
橋
は
平
成
５
年
６
月
18
日
の

洪
水
で
流
失
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
そ
ば
の
日

渡
公
園
に
移
転
復
元
し
て
石
工
「
仁
平
」
と

眼
鏡
橋
文
化
の
保
存
・
活
用
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
仁
平
は
そ
の
後
の
天
明
２（
１
７
８
２
）

年
、
阿
蘇
黒
川
に
「
ス
カ
ル
橋
」
を
架
橋

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
山
鹿
市
各
地
で
、
神

社
鳥
居
・
六ろ

く
じ
ぞ
う

地
蔵
石せ

き
ど
う幢

・
地
蔵
菩
薩
・

肥
後
眼
鏡
橋
の
開
祖

　
石
工
「
仁に

へ
い平
」（
菊
鹿
町
）▲移転復元後の洞口橋

▲石工「仁平」の墓碑

▼石八幡宮前の石橋

利
用
の
前
に
よ
く
確
認
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い

【
相
談
事
例
】

　
利
用
件
数
・
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
月
定
額

返
済
し
合
計
残
高
を
減
ら
し
て
い
く
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
リ
ボ
払
い
に
つ
い
て
、
リ
ボ
払
い
の
仕
組
み
を

よ
く
分
か
ら
ず
に
利
用
し
、「
手
数
料
ば
か
り
支

払
っ
て
い
て
、
支
払
残
高
が
減
ら
な
い
」
な
ど
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

【
問
題
点
】

・
リ
ボ
専
用
カ
ー
ド
や
自
動
で
リ
ボ
払
い
に
な
る  

  

設
定
内
容
の
情
報
が 

適
切
に
伝
わ
っ
て
い
な
い 

・
リ
ボ
払
い
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が

  

不
足
し
て
い
る 

・
特
典
を
う
た
い
、
カ
ー
ド
会
社
が
リ
ボ
払
い
の

  

利
用
を
勧
め
て
い
る 

・
支
払
期
間
が
長
期
化
し
、
手
数
料
が
か
さ
み
、

  

利
用
を
重
ね
る
と
多
重
債
務
の
一
因
に
な
る 

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
カ
ー
ド
の
新
規
申
込
や
設
定
変
更
を
す
る
場
合

��

は
、
細
か
な
表
示
ま
で
よ
く
見
る
こ
と�

・
手
持
ち
の
お
金
が
な
い
か
ら
と
気
軽
に
リ
ボ
払

��

い
を
利
用
し
な
い
こ
と

・
利
用
す
る
場
合
は
、
リ
ボ
払
い
の
仕
組
み
を
き

��

ち
ん
と
把
握
し
て
お
く
こ
と�

・
所
有
す
る
カ
ー
ド
の
支
払
方
法
・
利
用
明
細
を

��

確
認
す
る
こ
と�

…
商
工
課  

　
☎
43
‐
１
４
１
３

　
　

　
　
　
　
熊
本
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
096
‐
383
‐
０
９
９
９

問
合
せ
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〜
救
急
車
・
適
正
利
用
の
お
願
い
〜

　
山
鹿
植
木
管
内
の
平
成
21
年
救
急
出
動
件
数
は

３
、１
３
７
件
で
す
。
そ
の
約
３
割
が
軽
傷
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
緊
急
に
病
院
に

搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
で
な
い
時
に
、
救
急
車
を
要
請
す
る
と
本

当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
事
故
や
急
病
が
発
生

し
た
際
に
、
遠
く
に
あ
る
別
の
救
急
車
が
出
動
す

る
た
め
到
着
に
時
間
が
か
か
り
、「
救
え
る
命
」
が

救
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
性
が

な
く
救
急
車
以
外
に
搬
送
手
段
が
あ
る
場
合
は

自
家
用
車
な
ど
他
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

救
急
車
の
誤
っ
た
利
用
例

 

・
早
く
受
診
し
て
も
ら
え
る

 

・
今
日
︑
受
診
予
約
を
入
れ
て
い
る

 

・
自
家
用
車
が
な
い

 

・
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か
る

 

・
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

　
　
急
い
で
病
院
へ
連
れ

て
行
っ
た
方
が
よ
い
と

思
っ
た
と
き
に
は
、
迷

わ
ず
１
１
９
番
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
４ 

　
山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署

　
☎
32
‐
２
５
７
４

　
山
鹿
消
防
署
東
分
署

　
　
☎
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

新着図書ピックアップ

　失業、うつ、介護など、さまざまな悩みを抱
える人が溢れる時代、” 幸せ” を感じるためには
どんな心掛けが必要なのでしょう。波瀾万丈な
人生を歩んできた２人による対談集。

俳句、はじめました　　　����
岸本葉子／著　角川学芸出版

　人気エッセイスト・岸本葉子が俳句をはじめ、
初心者マークで句会に参加。同好の士の中で、
悩み、驚き、笑い、学んだ怒

ど と う

濤の日々をリアル
につづる、体当たり俳句入門エッセイ。俳句に
興味のある方は必読 ! 

　田舎の図書館でおこった、不思議なできごとに司
書の桃さんはいやおうなしに巻きこまれてしまいます
が…！？。田舎町と図書館を舞台にした、ユーモアたっ
ぷりの心温まるファンタジー。

つづきの図書館
柏葉幸子／作�　山本容子／絵　講談社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷３月24日㈬　午後２時 30 分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷３月６日㈯・13日㈯・20日㈯
　　　　　　27日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷３月２日㈫・９日㈫・16日㈫
　　　　　　23日㈫・30日㈫
　　　　　　　　　　午前 11 時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
　日時▷３月２日㈫・16日㈫
　　　　 午前 10 時 30 分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷３月22日㉁・29日㈪
山鹿市鹿本図書館
　▷３月１日㈪・８日㈪・15日㈪
　　　　21日㈷・22日㉁・29日㈪
　　　　31日㈬
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝祭日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝祭日

くらべない生き方　人生で本当に大切にするべき10のこと
大平光代・鎌田實／著　中央公論新社

《今月は山鹿市中央公民館図書室から》

本
当
に

　

救
急
車
が

　
　

必
要
で
す
か
？
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子育て支援センター・児童館
　　　　　　　　　「３月の休日 OPEN」
　１月から実施しています「休日 OPEN」の日程は、
各子育て支援センターの通信でご確認ください。
※児童館のオープンは３月７日です。
　不明な点は、下記子育て支援センター・児童館
へお尋ねください。

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

Vol.58

保育園ママ
　 平小城保育園　☎４３‐６０８４

　朝出勤すると、「あっ！先生だ☆おはよー！！」と、と
びきりの笑顔にハグで迎えてくれる子どもたちに毎日パ
ワーをもらっています。
　憧

あこが

れの保育士となり数年。持ち帰りの仕事も多々あっ
たり、休日も子どもたちの顔が浮かんだり…♥生活のほ
とんど !? を園のことで占めている保育士です。子どもた
ちと一緒に遊んだり、おしゃべりしている時間が何より
大好きで、いつの間にか一番 !? 楽しんでいます♪
　また、一人一人さまざまな成長の貴重な場面を一緒に

過ごせる日常。楽しい充実した
毎日が送れることに感謝です☆
　温かいホッとできる存在の“保
育園ママ” であるよう、これか
らも笑顔で楽しく頑張ります！

「にわとりさん　ありがとう」
　 鹿本幼稚園　☎４６‐２３４５

　ある寒い朝「先生！にわとりが動かないよ！」と心配
そうに言ってきた。「死」と結びつけたくない子どもた
ちであったが、固くなった体に触れたり、目をつぶった
ままの様子から「死」を感じ取ったのか、自然と「今ま
でありがとう」「天国に行ってね」の声が聞かれた。お
墓づくりの、穴を掘る・周りに置く石を集める・花を採っ
てくる役割を自分たちでやっていた。すると、翌日から
誰からともなく手を合わせに行く姿が見られた。命の大
切さや尊さを学んだ出来事だった。感謝の気持ち「あり
がとう」が自然と言える優し
さが育っていることをうれし
く思う。このような体験やさ
まざまな経験を積み重ねる中
で、心情の育ちや生きる力の
基礎を育

はぐく

むことを大切にして
過ごしている毎日です。

〜 ベ ビ ー ＆ マ ミ ー ビ ク ス 〜
　 ママが作る赤ちゃんスマイル♡
日時▷ 3 月 18 日㈭　
　　　10：30 〜 12：00（10：00 受付）
場所▷山鹿市鹿本生涯学習・健康センター
　　　「ひだまり」
対象者▷生後２〜 8 ヵ月の赤ちゃんと母親
定員▷先着 30 人（３月１日㈪から受付します）
※申込みは各子育て支援センターへ

子育て支援センターってどんなところ？

“利用者の声”をお届けます！

▲お空から見守っていてね

　“一人で悩まないで！”
　楽しい仲間が待っています♡

♪ 1 人で子育てをすると小さな悩みや不安も多
　いのですが、支援センターでいろんな人と知
　り合い、多様な子育てに触れ、自分自身も成
　長できました。
♪親子ともども楽しく利用しています。一人っ
　子なのでいつも大人が遊び相手だけど支援セ
　ンターに行くと同じ年頃の子が来るので、一
　緒に遊べてうれしそうです。たまには、おも
　ちゃの取り合いをして泣いたり泣かせたりし
　ていますが、家では味わえない体験だと思っ
　ています。センターのスタッフや子育て中の
　ママと話をしたり、行事に参加したりしてよ
　い勉強の場になっています。

▲「あのねぇ・・・」



13　2010.3.1　広報やまが

学 問訪校
小学校・中学校・高校の話題をお届け！体験活動で　心を豊かに

岳間小学校

　♪岳間の流れ水清く　四方の山々緑濃き　中にそびゆる
高楼は　我が親愛の岳間校♪
　これは本校校歌の１番です。この歌詞のとおり、本校に
は豊かな自然に囲まれた素晴らしい環境の中にあります。
　そのような地域の特色を生かし、さまざまな体験活動を
行っています。岳間といえば「お茶」が有名です。５月の
茶摘みはもとより、６月には「校内茶山唄大会」を行って

います。茶山唄保存会の皆さんには、事前指導や演奏、審
査などにたいへんお世話になっています。また、９月の運
動会では、全校児童と地域の皆さんと一緒になって「茶山
踊り」を踊ります。
　他に、「もち米づくり」も行っています。５年生とその保
護者が中心となっての全校でのもみまき、保育園も参加し
ての田植え・稲刈りを行います。12 月にはその米で餅つき
を行い、ついた餅は保育園や地域の一人暮らしの老人の人
たちなどに配っています。
　これからも　♪いざもろともに進まなん♪（校歌の４番）

▲地域の老人会や保護者の協力を得て、
全児童で楽しく茶摘みを行いました。

一生懸命がむしゃんよか
鹿本高校には、一生懸命があふれています

鹿本高等学校
文部科学省指定
学力向上実践研究指定校

　鹿本高校では「心の教育」を大事にし、
生徒たちに「希望（線）」を越える力を身
につけさせたいという願いを持って教育
活動を行っています。また、本年度から
文部科学省の指定を受け「学力向上」の
実践研究を進めています。そして、その
核として、「自学力」の向上に取り組んで
います。本校では、「自学力」とは「自ら
将来のイメージを描き、そのイメージを
実現しようとする
力。自らを律し、
しっかりした生活
習 慣 を 維 持 す る
力。自ら発展的学
習を進めようとす
る力。」と考えて
います。
　「自学力」向上
のための具体的な
取 り 組 み と し て、

本年度は、まず「チャイム１分前の授業
準備」の徹底を実践しています。また、「自
学力」の基本となる生活習慣の確立や、
各教科の基礎的な学力の定着、自宅学習
時間の増加等にも取り組んでいます。今
後も、「師弟同行」の精神のもと、生徒と
教師が一緒になって、さらなる「自学力」
の向上を目指して行きます。
　詳しくは、下記アドレスまで
　http://www.higo.ed.jp/sh/kamotosh/

▲正門に学力向上の看板

▲教室に掲示
▲明るく素直な生徒たち

　　▲できあがったお餅は、地域の一人暮らしのお年寄り
　　　の人や保育園児にもプレゼントしました。
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投
稿

「
ア
イ
ガ
モ
米
」
を
蒲
島
県
知
事

に
贈
呈
し
ま
し
た

山
鹿
市
立
六
郷
小
学
校

　
12
月
13
日
㈰
六
郷
小
学
校
５
年
生
15

人
と
そ
の
保
護
者
で
、
知
事
公
舎
を
訪

れ
、
５
年
生
が
苗
代
か
ら
育
て
た
ア
イ

ガ
モ
米
を
蒲
島
郁
夫
県
知
事
に
贈
り
ま

し
た
。

　
こ
の
お
米
は
本
年
度
、
米
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
で
、
特
別

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
お
い
し
い
お
米
で
す
。

　
初
め
て
の
知
事
公
舎
訪
問
に
緊
張
気

味
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
蒲
島
知
事

と
米
作
り
に
つ
い
て
話
を
進
め
る
う
ち

に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
、
会
話
が

弾
み
ま
し
た
。

　
知
事
は
ア
メ
リ
カ
で
の
話
を
も
と
に

英
語
学
習
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
公
舎
の
庭
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
き

大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

投
稿

あ
り
が
と
う
の
手
紙

　
全
国
か
ら
２
万
２
千
点
の
応
募
が

あ
っ
た
「
あ
り
が
と
う
の
手
紙
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
０
９
」
で
、
西
川
真
琴
さ
ん

（
山
鹿
小
３
年
）
の
「
大
す
き
な
お
じ

い
ち
ゃ
ん
」
が
、
み
ご
と
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
お
母

さ
ん
が
病
気
の
と
き
授
業
参
観
や
奉
仕

作
業
に
来
て
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
と
っ
て
も
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
や
さ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿

自
衛
隊
「
愛
隣
館
」
奉
仕
活
動

自
衛
隊
山
鹿
地
域
事
務
所

　
陸
上
自
衛
隊
北
熊
本
駐
屯
地
に
所
在

す
る
第
42
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
（
緒

方
満
吏
中
隊
長
）、
３
等
陸
佐
以
下
35

人
と
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
山
鹿

地
域
事
務
所
が
、
昨
年
12
月
に
山
鹿
市

の
身
体
障
害
者
施
設
「
愛
隣
館
」
で
清

掃
活
動
や
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
会

等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
隊
員
は
小
雨
が
降
る
中
、
樹
木
の
伐

採
や
側
溝
の
土
砂
の
除
去
等
、
普
段
職

員
の
手
の
届
か
な
い
場
所
を
重
点
に
約

４
時
間
掛
け
て
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
昼
食
の
後
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
を
行

い
、
隊
員
に
勝
っ
た
入
所
者
に
品
物
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
衛

隊
の
ラ
ッ
パ
吹
奏
や
沖
縄
県
宮
古
島
市

出
身
隊
員
の
蛇
弥
線
の
曲
に
合
わ
せ

て
、
入
所
者
が
歌
を
歌
っ
た
り
と
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
施
設
を
代
表
し
て
三
浦
一

水
理
事
長
が
自
衛
隊
の
災
害
活
動
等
に

敬
意
を
表
し
清
掃
活
動
に
感
謝
の
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

投
稿

小
学
校
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
指

導
に
行
き
ま
し
た

オ
ム
ロ
ン
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
オ
ム
ロ
ン
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
は
、

日
ご
ろ
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
山
鹿

に
少
し
で
も
地
域
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
、
市
内
の
小
学
校
10
校
を
対
象
に
、

昨
年
の
12
月
14
日
か
ら
１
月
20
日
ま
で

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
児
童
相
互
の
親
睦
と

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
慣
れ
親
し
み
、
技
術

の
向
上
を
図
ろ
う
と
、
小
体
連
山
鹿
ブ

ロ
ッ
ク
主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
小
学
校
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
い
な
が
ら
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の

基
本
動
作
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で
、楽
し
さ
・

面
白
さ
を
重
視
し
て
指
導
し
ま
し
た
。

少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▲川辺小学校での指導の様子

▲清掃活動の様子

▲贈呈後、みんなで記念撮影をしました

◀西川さんが書いた
　手紙の一部
▼�受賞後に大好きな
おじいちゃんへ手
紙を読む西川さん
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▲「苦いけど、体によさそう」

投
稿

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
薫か
よ
い
ど
う

寄
堂
で
す

　
８
月
に
堀
明
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
薫

寄
堂
で
は
、「
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
の

薫
り
を
大
切
に
し
て
、
寄
り
添
う
」
と

い
う
理
念
の
も
と
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
薫
寄
堂
の
魅
力
●

①
温
泉
の
足
湯
や
フ
ッ
ト
ケ
ア

②
体
に
や
さ
し
い
食
事

③
セ
ラ
バ
ン
ド
や
ボ
ー
ル
で
無
理
な
く

　

筋
力
ア
ッ
プ
！

④
学
習
療
法
で
認
知
症
の
予
防
と
改
善

　
以
上
の
内
容
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
の

ご
希
望
や
状
態
に
沿
っ
た
内
容
で
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
見
学
・
体
験
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

利
用
対
象
者
▽
介
護
保
険
の
認
定
を
受

　
　
　
　
　
　
け
て
い
る
人

営
業
日
▽
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
半

利
用
定
員
▽
一
日

　
15
人

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

…
社
会
福
祉
法
人

　
福
寿
会

　
　
　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
薫
寄
堂

☎
36
‐
９
１
８
７

投
稿

た
く
さ
ん
の
菊
を
あ
り
が
と
う

野
津　

富
士
子
さ
ん

　
鹿
本
町
下
高
橋
に
あ
り
ま
す
「
宝

泉
院
」（
千
手
観
音
菩
薩
）
に
は
、
30

年
ほ
ど
前
か
ら
、
お
正
月
に
地
元
の

菊
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
菊
を
奉
納
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
大
事
に
育

て
ら
れ
た
菊
を
た
く
さ
ん
奉
納
さ
れ
、

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
気
持
ち
が
う

れ
し
く
て
、
投
稿
し
ま
し
た
。

投
稿

鹿
北
茶
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会

鹿
北
町
茶
行
振
興
会
流
通
加
工
部
会

　
県
内
外
か
ら
小
学
生
の
16
チ
ー
ム
を

招
い
て
、
１
月
30
・
31
日
の
両
日
カ
ル

チ
ャ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
鹿
北
茶

カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
山
鹿
市
の
特
産
で
あ

る
鹿
北
茶
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
需
要
拡

大
を
目
指
し
て
、
若
い
世
代
に
お
茶
の

お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
鹿
北

町
茶
行
振
興
会
流
通
加
工
部
会
（
中
満

義
和
会
長
）
が
企
画
し
て
、
山
鹿
Ｆ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
の
協
力
で
初
め
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　
会
場
に
は
無
料
接
待
所
を
設
け
て
、

観
戦
者
や
試
合
後
の
水
分
補
給
に
急
須

で
入
れ
た
お
茶
を
振
舞
い
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
賞
と
し
て
選
手
全
員
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
入
り
の
お
茶
を
贈
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
試
合
の

後
に
お
茶
を
飲
む
の
は
初
め
て
だ
っ
た

け
ど
、
体
が
温
ま
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▲祭壇の前には菊が一面に
　飾られています

投
稿

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
作
っ
て

　
　
　
　
　
　

み
ま
せ
ん
か
？

山
﨑
信
治
さ
ん

　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室
の
生
徒
募
集

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時
▽
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日（
４
月
～
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▽
平
小
城
公
民
館

募
集
人
員
▽
初
心
者
限
定

　
若
干
名

費
用
▽
年
会
費
：
５
、０
０
０
円

　
　
　（
材
料
費
は
別
途
個
人
負
担
）

…
山
﨑

　
　
☎
44
‐
４
５
６
１

投
稿

「
な
れ
な
れ
茄な
す
び子
踊
り
」
祭

山
鹿
市
長
坂
区

　「
な
れ
な
れ
茄
子
踊
り
」
は
、
238
年

前
か
ら
山
鹿
市
長
坂
の
厳

い
つ
く
し
ま島

神
社
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
、伝
統
あ
る
祭
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
３
月
６
日
㈯
午
後
９
時
～
神
事

問
合
せ

　夏休み期間中、子どもたちが家族みんなで協力し
て「エアコンは適正な温度で利用する」「ＴＶゲー
ムをしない」などの省エネ活動を行いながら、二酸
化炭素排出量削減に努めた「やまがエコキッズノー
ト」の中から、特に優秀な取り組みを行った４人が
中嶋憲正市長から表彰されました。

●

▲受賞した（左から）池田くん、守川さん、岩田くん、堤さん

　山鹿温泉観光協会（井口圭祐会長）は、山鹿灯
籠まつりと花火大会の同時開催や冬場の「山鹿灯
籠浪漫・百華百彩」を開催するなど四季を通じ多
彩なイベントで多くの観光客を呼び込んでいます。
こうしたイベントの独自の創意工夫、積極性など
が評価されました。

山鹿温泉観光協会�
１月 12 日：グランドアーク半蔵門

ベストエコキッズ賞　　岩田　尚樹　くん（山鹿小）
スーパーエコキッズ賞　守川　知杏　さん（千田小）
スーパーエコキッズ賞　堤　　理湖　さん（山鹿小）
ユニークエコキッズ賞　池田圭一郎　くん（三玉小）

１月 18 日：市長公室

平成 21 年度地域づくり総務大臣表彰

問
合
せ

▲受賞報告に市長室へ訪れた山鹿温泉観光協会の代表

●

●●
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①
危
険
物
（
ラ
イ
タ
ー
類
、
刃
物
類
、

　

カ
ミ
ソ
リ
等
）
に
つ
い
て

　
ラ
イ
タ
ー
類
、
刃
物
（
包
丁
・
ハ
サ

ミ
・
カ
マ
等
）、
カ
ミ
ソ
リ
は
、
危
険

物
と
し
て
専
用
の
容
器
で
収
集
し
ま

す
。
紙
な
ど
に
包
ま
ず

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ラ
イ
タ
ー
類
は
、

　
使
い
切
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

②
布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん
に
つ
い
て

　
燃
え
る
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
ま

し
た
が
、
ご
み
袋
に
入
り
き
ら
な
い
の

で
「
粗
大
ご
み
」
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

た
た
ん
で
、
ひ
も
で
し
ば
っ
て
粗
大
ご

み
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
指
定
ご
み
袋
で

　
包
む
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

…
環
境
課

　
☎
43
‐
７
２
１
１

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
！

　 

平
成
22
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
受
付
が
３
月
か
ら
開
始
で
す
！

万
一
の
け
が
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

加
入
対
象
▼
団
体
活
動
を
行
う
５
人
以

　
　
　
　
　
上
の
人
々

保
険
対
象
▼
活
動
中
お
よ
び
活
動
へ
の

　
　
　
　
　
往
復
中
の
事
故
な
ど

保
険
内
容
▼
障
害
保
険
、
賠
償
責
任
保

　
　
　
　
　
険
、
共
済
見
舞
金

掛
金
▼
一
人
６
０
０
円
か
ら
あ
り
ま
す

　
　
　
が
、
活
動
内
容
に
よ
っ
て
異
な

　
　
　
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
尋

　
　
　
ね
く
だ
さ
い
。

…
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
‐
２
１
３
‐
９
０
１
５

問
合
せ 　 

お
知
ら
せ

March

３ 月

案内板

健康保険の「任意継続」制度をご存じですか？

広報やまが　年間購読 ★★

　平成 22 年度広報やまがの年間購読の申込みを受
け付けします。親戚や知人に読みたい人がいる場合
にご利用ください。郵送でお届けします。
年間購読料▽ 1,000 円（Ｈ 22 年４月〜Ｈ 23 年３月）
※申込方法は、お尋ねください。

…秘書課　　 ☎４３‐１１１２申込・問合せ

 

ひ
と
り
親
世
帯
入
学
卒
業
祝
い

対
象
▼
母
子
、
父
子
ま
た
は
両
親
不
在

　
　
　
の
世
帯
で
、
平
成
22
年
度
に
小

　
　
　
学
校
に
入
学
す
る
児
童
、
お
よ

　
　
　
び
平
成
21
年
度
に
中
学
校
を
卒

　
　
　
業
す
る
生
徒

４
月
か
ら
「
家
庭
ご
み
の
出
し

方
」
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

内
容
▼
３
千
円
分
（
中
学
卒
業
は
５
千

　
　
　
円
分
）
の
図
書
カ
ー
ド

申
請
方
法
▼
社
協
各
支
所
に
あ
る
申
請

　
　
　
　
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
限
▼
３
月
19
日
㈮

…
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
山
鹿
支
所

　
☎
43
‐
１
１
３
４

　
　
　
鹿
北
支
所

　
☎
32
‐
２
６
９
６

　
　
　
菊
鹿
支
所

　
☎
48
‐
５
０
６
０

　
　
　
鹿
本
支
所

　
☎
46
‐
２
２
０
６

　
　
　
鹿
央
支
所

　
☎
36
‐
３
８
１
１

問
合
せ

問
合
せ

　協会けんぽ（旧政府管掌健康保険）の加入者であった
人が退職等で資格喪失する場合、健康保険を２年間継続
することができます。
【任意継続できる要件】
①資格喪失日の前日（退職日など）までに、　被保険者
　としての加入期間が継続して２カ月以上あること。
②資格喪失日（退職日等の翌日）から 20日以内に申出
　書を提出すること。（郵送の場合必着）

※ 20 日目が休業日の場合は翌営業日まで
★加入期間は最長２年間で、途中でやめられません。
★納付期限までに必ず保険料を納付してください。

※手続きの方法など詳しくはお尋ねください。（ホーム
　ページにも掲載しています）

…協会けんぽ（全国健康保険協会）
　　　　　　☎０９６‐３４０‐０２６１
申込・問合せ

市
有
地
の
購
入
申
込
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

　 

左
記
市
有
地
の
購
入
申
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
内
容
等
確
認
の
う
え
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間
▼
３
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
７
月
30
日
㈮

※
た
だ
し
、
先
着
順
の
た
め
購
入
申
込

　
み
が
あ
り
次
第
締
め
切
り
と
し
ま
す
。

※
詳
細
、手
続
き
等
は
、購
入
案
内
書
（
財

　
政
課
に
て
配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

…
財
政
課

　
☎
43
‐
１
１
１
９

件　名 旧鹿本保養
センター等

  津留駐在所
  跡地 録田住宅跡地   旧北谷住宅

  予定地

所在地
鹿本町来民字
上町 1150 番 1
　外２筆

津留字多々羅
2764 番 1

鹿本町来民字
録田 2209 番 9

鹿央町北谷字
高杢 323 番 1

地　目 宅　地 宅　地 宅　地 雑種地

面　積 4,109.61 ㎡ 284.25 ㎡ 663.90 ㎡ 1,547.00 ㎡

売却価格 68,100,000 円 3,070,000 円 7,300,000 円 4,640,000 円

申
込
・
問
合
せ

売　却　物　件
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【
３
月
の
夜
間
収
納
窓
口
】

日
時
▽
３
月
29
日
㈪
・
30
日
㈫
・
31
日
㈬

　
　
　
午
後
５
時
半
～
８
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保
育

料
・
介
護
保
険
料
等
の
納
付
を
す
る
人

は
、必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

…
税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

お
よ
び
夜
間
収
納
窓
口

Ｊ
Ｒ
玉
名
駅
〜
Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅
間

バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す

　
県
で
は
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
玉
名
～
阿

蘇
間
の
バ
ス
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
玉
名
駅
～
Ｊ
Ｒ

阿
蘇
駅
を
直
通
で
結
ぶ
新
た
な
ル
ー
ト

で
、
従
来
の
路
線
バ
ス
に
比
べ
所
要
時

間
が
大
幅
に
短
縮
し
ま
す
。

運
行
期
間
▼
３
月
11
日
㈭
～
24
日
㈬

運
行
ル
ー
ト
▼
Ｊ
Ｒ
玉
名
駅
～
菊
水
Ｉ

　
　
Ｃ
～
山
鹿
バ
ス
セ
ン
タ
ー
～
菊
池

　
　
市
民
広
場
～
（
大
観
峰
：
観
光
20

　
　
分
）
～
内
牧
～
Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅

運
行
便
数
▼
玉
名
駅
発

　
２
便

　
　
　
　
　
阿
蘇
駅
発

　
２
便

料
金
▼
片
道

　
２
、０
０
０
円

予
約
▼
熊
本
高
速
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
８
４
５

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
熊
本
県
バ
ス
協
会

☎
０
９
６
‐
３
２
５
‐
８
３
０
３

県
地
域
政
策
課
新
幹
線
元
年
戦
略
推
進
室

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
３
４

　３月８日から、鹿北地域の岩野校区および
広見校区の一部で運行しています「山鹿市あ
いのりタクシー（鹿北たけんこ号）」を岳間
校区まで拡大して試験運行します。
　あいのりによる運行を基本としますが、お
一人の予約でも運行します。
　利用対象地域には、運行・予
約方法など詳しい内容を記載し
たパンフレットをお届けします
のでご覧ください。
　なお、無料貸切バスは 3 月末日で運行を
廃止します。

【運行日】月〜土曜日（年末年始を除く）
【利用料金】片道一人あたり…200 円
　　※ 路線バス割引規程に準じた割引あり

　○鹿北たけんこ号の予約番号
　　　　　　☎３２‐３１５１
※乗車には前日の午後３時から午後７時ま
　でに予約が必要です。ただし、午後の便は
　当日の午前８時から午前 10 時まで予約が
　可能です。

…企画課　☎４３‐１１１４

「山鹿市あいのりタクシー（鹿北たけ
んこ号）」を拡大して試験運行します

　㈶自治総合センターでは、宝くじ収益による「コミュニ
ティ助成事業（自主防災組織育成事業）」を行っています。
　この事業は、宝くじの普及広報を行うことと、コミュニ
ティ組織の健全な発展を図ることを目的に、自主防災組織
等へ助成を行っているものです。
　市ではこの事業により、長坂ボランティア自主防災組織
に、救命ボート、救命胴衣、ＡＥＤ、ヘルメット、ロープ
を配備しました。

　
相
　
談

宝くじ助成事業でボート、ＡＥＤを配備 ★★

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

　

①
一
般
相
談
▽
３
月
５
日
㈮

　
②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
３
月
12
日
㈮

　
③
司
法
相
談
▽
３
月
19
日
㈮

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　
場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
社
協
山
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
北
】

　

①
一
般
相
談
▽
３
月
４
日
㈭

　
②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
３
月
11
日
㈭

　
③
心
の
悩
み
相
談
▽
３
月
18
日
㈭

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　
場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】　

　

①
一
般
相
談
▽
３
月
３
日
㈬

　
②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
３
月
10
日
㈬

　
③
消
費
生
活
相
談
▽
３
月
17
日
㈬

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　
場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ひ
ま
わ
り
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
48
‐
５
０
６
０

問合せ

問
合
せ

【
鹿
本
】

　

①
一
般
相
談
▽
３
月
２
日
㈫

　
②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
３
月
９
日
㈫

　
③
法
律
相
談
▽
３
月
16
日
㈫
要
予
約

　
　
　
　
①
と
②

　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
③

　
午
前
10
時
～
正
午

　
場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
３
月
１
日
㈪

　
②
子
ど
も
生
活
相
談
▽
３
月
８
日
㈪

　
③
警
察
相
談
▽
３
月
15
日
㈪
要
予
約

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

　
場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
36
‐
３
８
１
１

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す
。

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

問
合
せ
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「行政書士」が、法律の規定により行える事とは･･･（一部の業務のみ記載）

熊本県 行政書士会 鹿本支部
　　　　　　支部長　福澤　慶介
（支部連絡先）電話：0968-42-8411
　　　　　　所在：山鹿市鹿校通り１丁目８番30号

※官公署等へ提出する書類から、みなさまの「権利」や「義務」に関する
　「書類の作成(相談のみも含む)」や「手続き」等を代理人として行います。
・相続に関すること
・遺産分割協議書
・金融機関等への手続
・遺言書 など

・農地転用の許可
  ※農地法に基づく
　  農地の売買や宅地化
・農業の法人化に関すること

・建設事業に関する許可
  全般(新規・更新・追加)
・事業年度終了届
・経営事項審査手続き など

　

募　

集

★

日時▷３月 11 日㈭（要予約）
　　　14：00 〜 16：00
場所▷山鹿保健所
嘱託医▷山鹿回生病院

…山鹿保健所
　　　　☎４４‐４１２１

精神保健相談 ★ ★
日時▷毎週水曜日
　　　9：00 〜 11：30 受付
場所▷山鹿健康福祉センター

…いきがい推進課
　　　　☎４３‐００５２

障がい者・児相談 ★

問合せ

★

日時▷第２・４火曜日
　　　9：00 〜 12：00
場所▷菊鹿総合支所

…菊鹿総合支所市民生活課
　　　　☎４８‐３１１１

障がい者・児
ふれあい相談 ★

問合せ問合せ

第
９
回
熊
本
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
大
会
で
す
。

競
技
・
期
日
▽

　
　
　
・
陸
上
ほ
か

　
５
月
16
日
㈰

　
　
　
・
水
泳

　
　
　
５
月
30
日
㈰

場
所
▽
水
前
寺
陸
上
競
技
場

　
ほ
か

申
込
締
切
▽
３
月
12
日
㈮

※
参
加
選
手
資
格
や
競
技
種
目
な
ど

　
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
い
き
が
い
推
進
課

　
　
　
☎
43
‐
０
０
５
２

申
込
・
問
合
せ

職
種
要
件
▽

①
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員

 

・
考
古
学
の
知
識
を
有
す
る
人
ま
た

　
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員
の
経

　
験
が
あ
る
人

②
整
理
作
業
員
（
出
土
品
の
洗
浄
、
接

　
合
、
実
測
な
ど
の
室
内
作
業
で
す
）

 

・
資
格
は
不
問

　（
た
だ
し
、
経
験
者
を
優
遇
し
ま
す
）

受
付
期
間
▽
３
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬

申
込
方
法
▽
履
歴
書
を
持
参
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
郵
送
に
て
提
出

　
　
　
　
　（
書
類
審
査
後
面
接
）

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
46
‐
５
５
１
２

埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員
・
整

理
作
業
員
を
募
集
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ

　
市
営
住
宅
の
入
居
に
あ
た
っ
て
は
、

入
居
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
希

望
す
る
人
は
、
必
ず
事
前
に
住
宅
課
に

入
居
資
格
を
確
認
の
う
え
、
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
入
居
申
込
み
の
有
効
期
間
は
、
申
込

み
を
し
た
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

　
21
年
度
に
入
居
で
き
な
か
っ
た
人

で
、
22
年
度
も
引
続
き
入
居
を
希
望
す

る
人
は
、
４
月
中
に
更
新
手
続
き
を
し

ま
す
と
、
本
年
度
申
込
み
受
付
順
位
を

考
慮
し
た
入
居
の
案
内
を
し
ま
す
。

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
受
付
不
可

※
虚
偽
の
申
込
み
は
無
効

…
住
宅
課

　☎
43
‐
１
５
８
７

平
成
22
年
度
市
営
住
宅
の

入
居
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　
鞠
智
城
で
は
、
説
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
鞠
智
城
を
訪
れ

る
観
光
客
な
ど
に
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で

も
ら
え
る
活
動
で
す
。

　

あ
な
た
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

…
歴
史
公
園
鞠
智
城
説
明

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
事
務
局

（
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
内
）

☎
48
‐
３
１
７
８
�
48
‐
３
６
９
７

鞠
智
城
を
訪
れ
た
人
を

　

案
内
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

申
込
・
問
合
せ

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▽
本
庁
福
祉
課

内
容
▽
児
童
、
母
子
や
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

　
　
　
の
相
談

…
福
祉
課

　
☎
43
‐
１
１
６
７

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

問
合
せ

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

　
青
色
申
告
記
帳
相
談
な
ど
そ
の
他
、

税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
相
談
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
▽
３
月
12
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時
半

場
所
▽
鹿
北
公
民
館

…
鹿
北
総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談

　
年
金
事
務
所
（
社
会
保
険
事
務
所
）

の
専
門
官
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

　
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所
▽
３
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬

　
　
　
　
　
　
市
役
所
１
階

　
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

…
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
３
０

年
金
事
務
所
出
張
相
談

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

鞠智城イメージキャラクター
「ころう君」

みなさんの参加
を待ってます！
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こ
の
講
座
は
、
山
鹿
市

の
優
れ
た
歴
史
的
・
文
化

的
遺
産
な
ど
郷
土
の
魅
力

を
楽
し
く
学
ぶ
も
の
で
す
。

山
鹿
市
旅
先
案
内
人
養
成
講
座

山
鹿
の
魅
力
を
伝
え
ま
せ
ん
か

【
陶
芸
教
室
】
４
月
開
講

定
員
▽
20
人
（
午
前
・
午
後
各
10
人
）

受
講
日
▽
毎
月
第
２
・
４
土
曜

　
・
午
前
の
部

　
午
前
９
時
半
～
正
午

　
・
午
後
の
部

　
午
後
１
時
～
３
時
半

受
講
料
▽
５
、０
０
０
円

道
具
料
▽
２
、５
０
０
円

　
　
　
　
　
＊
粘
土
・
焼
成
は
実
費

講
師
▽
伊
豆
永

　
憲
司
さ
ん

【
竹
細
工
教
室
】
５
月
開
講

定
員
▽
15
人

受
講
日
▽
毎
月
第
２
・
４
土
曜

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
▽
５
、０
０
０
円

（
竹
割
包
丁
が
必
要
な
人
は
別
途
）

講
師
▽
古
閑

　
保
男
さ
ん

【
古
文
書
自
主
講
座
】
４
月
開
講

　
会
員
さ
ん
の
自
主
活
動
で
す
。

定
員
▽
15
人

受
講
日
▽
毎
月
第
３
土
曜

受
講
料
▽
午
前
９
時
半
～
11
時
半

講
師
▽
無
料

※
原
則
、
山
鹿
在
住
・
在
勤
に
限
る

※
材
料
代
な
ど
は
別
途
負
担

…
山
鹿
市
立
博
物
館

　
　
　
☎
43
‐
１
１
４
５

山
鹿
市
立
博
物
館
講
座

　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

申
込
・
問
合
せ

日
時
・
募
集
ク
ラ
ス
▽

◎
４
月
10
日
㈯
午
後

　
・
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
の
部

　
　（
小
学
４
・
５
・
６
年

　
新
学
年
）

　
・
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
の
部

　
　（
小
学
１
・
２
・
３
年

　
新
学
年
）

　
・
ジ
ュ
ニ
ア
Ｃ
の
部

　
　（
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
）

◎
４
月
11
日
㈰
午
後

　
・
一
般
混
合
の
部

会
場
▽
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
西
側

　
　
　
　
　
～
中
町
・
下
町
商
店
街

参
加
費
▽
１
チ
ー
ム
（
保
険
料
含
む
）

　
一
般
混
合
の
部

　
３
、５
０
０
円

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　
１
、５
０
０
円

申
込
期
限
▽
３
月
23
日
㈫

※
雨
天
の
場
合
、
代
表
者
に
よ
る　
　

　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

…
山
鹿
商
工
会
議
所

　
　
　
☎
43
‐
４
１
１
１

「
山
鹿
温
泉
祭
」
伝
説
力
く
ら
べ

綱
引
き
大
会
“
参
加
チ
ー
ム
募
集
”

申
込
・
問
合
せ

日
時
▽
３
月
29
日
㈪
・
31
日
㈬
（
２
日
間
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
半
頃

場
所
▽
あ
ん
ず
の
丘  

押
花
館
ホ
ー
ル

費
用
▽
1
、
８
０
０
円
～

講
師
▽
み
の
る
毛
糸
さ
ん

持
参
品
▽
５
号
の
か
ぎ
針

（
持
っ
て
な
い
人
は
販
売
あ
り
）

申
込
締
切
▽
３
月
23
日
㈫

…
菊
鹿
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク（
押
し
花
館
）

　
　
　
☎
48
‐
３
９
６
０

楽
し
く
編
ん
で
春
ル
ン
ル
ン
♪

「
ネ
ッ
ト
編
み
の
ベ
ス
ト
作
り
」

　
高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
に
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

競
技
種
目
▽
テ
ニ
ス
な
ど

　
16
種
目

日
程
▽
５
月
10
日
㈪
～
22
日
㈯

※
競
技
種
目
の
詳
し
い
日
程
は
、
パ
ン

　
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場
▽
熊
本
県
民
運
動
公
園
ほ
か

参
加
資
格
▽
県
内
在
住
で
、
60
歳
以
上

（
昭
和
26
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
以
上

参
加
費
▽
個
人
競
技
は
一
人
５
０
０
円

　
　
　
　
団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り

　
　
　
　
異
な
り
ま
す
。

申
込
締
切
▽
～
３
月
19
日
㈮

…
㈶
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

第
22
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
せ

日
時
▽
３
月
15
日
㈪
・
16
日
㈫

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
半

場
所
▽
山
鹿
灯
籠
民
芸
館
・
八
千
代
座

　
　
　
博
物
館
周
辺

　
な
ど

定
員
▽
20
人

申
込
締
切
▽
３
月
10
日
㈬

※
詳
細
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
申
込
受
付

　

後
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

　
　
　
☎
43
‐
０
１
１
１

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

山鹿大橋付近が生まれ変わります！ ★★

　市と国では、「川まちづくり事業」を行ってい
ます。昨年 11 月から山鹿大橋付近の工事を開始
しました。川の左岸側（米田側）では、多目的
広場やグラウンドゴルフ場、キッズサッカー場、
駐車場の整備が進んでいます。右岸側（下町側）
では、惣門を移設し、階段を作って菊池川まで
直線で歩けるようにする工事が行われています。
工事は部分的に今春完成予定です。

　市民の皆さんの憩いの場・
新名所誕生をお楽しみに！

管理に関すること
市 都市計画課　☎４３‐１５９１
工事に関すること
国土交通省 菊池川河川事務所 
　　　　　　　☎４４‐２１７１

問合せ
階段整備

サッカー場

グラウンド
ゴルフ場

国道３号
至熊本

至市街
多目的広場

菊池川（山鹿大橋付近）
川とまちづくりイメージ図
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テナント募集中!!

熊本県北ご当地グルメグランプリ in たまな開催 !! ★★

　九州新幹線全線開業と新玉名駅開業まであと
１年。カウントダウンイベントとして、熊本県
北のうまいものが玉名に大集合！皆さんの投票
でグランプリを決定します。そのほか駅舎見学
会や新玉名駅を巡る春のウォーキングなどさま
ざまなイベントを同時開催しています。
　詳細は、玉名市ホームページをご覧ください。

【
隈
部
氏
館
跡
国
史
跡
指
定
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

日
時
▽
３
月
20
日
㈯
午
後
１
時
開
会

場
所
▽
菊
鹿
公
民
館

参
加
費
▽
無
料

定
員
▽
先
着
２
５
０
人
（
申
込
不
要
）

内
容
▽
・
基
調
講
演

　
　
　
　
講
師
：
尼
崎

　
博
正
さ
ん

　
　
　
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
隈
部
氏
館
跡
国
史
跡
指
定
記
念

　
　
　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
】

　
桜
や
や
ま
つ
つ
じ
の
名
所
で
あ
り
、

遠
く
は
普
賢
岳
も
展
望
で
き
る
「
隈
部

氏
館
跡
」
を
舞
台
に
春
暖
の
一
日
を
満

喫
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
全
員
に
、
お

に
ぎ
り
と
団
子
汁
を
配
り
ま
す
。

日
時
▽
３
月
28
日
㈰
午
前
９
時
開
会

集
合
場
所
▽
隈
部
氏
館
跡

　
　
　
　
　
　（
菊
鹿
町
上
永
野
）

参
加
費
▽
無
料

定
員
▽
先
着
１
５
０
人
（
要
申
込
み
）

主
催
▽
隈
部
氏
館
跡
を
守
る
会

…
市
教
育
委
員
会
菊
鹿
分
室

　
　
　
☎
48
‐
３
１
１
５

「
隈
部
氏
館
跡
」

国
史
跡
指
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

催　

し

日時▷３月 13 日㈯　11：00 〜 20：00
　　　３月 14 日㈰　11：00 〜 16：00
場所▷玉名市民広場公園
※当日は、玉名駅、菊池川河川敷駐車場から
　シャトルバスを運行します。

…玉名市企画課
　　　　 ☎０９６８‐７５‐１２１３
問合せ

　
完
全
予
約
制
で
す
。

【
竹
炭
作
り
体
験
（
い
も
煮
会
と
竹
飯
）】

　
一
日
を
通
し
て
、
オ
イ
ル
缶
で
竹
炭

焼
き
。
昼
食
に
は
、
あ
っ
た
か
い
い
も

煮
会
と
竹
飯
を
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。

自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
竹
炭
を
お
土

産
に
お
持
ち
帰
り
♪

日
時
▽
３
月
21
日
㈰

参
加
料
▽
ひ
と
り

　
６
０
０
円

  
　 （
体
験
料
・
保
険
料
・
昼
食
代
込
）

　
　
　
竹
炭
１
缶
分

　
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　（
作
業
代
・
材
料
代
）

募
集
▽
８
缶
（
８
チ
ー
ム
）

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
た
け
の
こ
掘
り
体
験
と

�　
　
　

焼
た
け
の
こ
を
味
わ
お
う
♪
】

　
お
い
し
い
た
け
の
こ
の
産
地
で
の

収
穫
と
、
焼
た
け
の
こ
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日
時
▽
４
月
４
日
㈰

参
加
料
▽
ひ
と
り

　
　
２
、５
０
０
円

（
体
験
料
・
た
け
の
こ
代
・
昼
食
代
込
）

　
　
　
お
と
な
追
加

　
１
、２
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
体
験
料
・
昼
食
代
込
）

　
　
　
小
学
生
以
下

　
　 

５
５
０
円

  

　
　
　
　
　（
体
験
料
・
昼
食
代
込
）

※
小
学
生
以
下
で
体
験
の
み
は
無
料

募
集
人
数
▽
15
人

※
た
け
の
こ
掘
り
体
験
と
た
け
の
こ

　

フ
ル
コ
ー
ス
や
た
け
の
こ
掘
り
の

　
み
の
体
験
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

…
木
遊
館

　
　
　
☎
32
‐
２
１
５
０

木
遊
館
イ
ベ
ン
ト

　

親
子
で
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

申
込
・
問
合
せ

　
河
川
の
清
掃
で
、
川
の
水
が
き
れ
い

に
な
り
、
魚
や
水
生
昆
虫
・
水
鳥
な
ど

が
す
み
よ
い
環
境
と
な
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▽
３
月
21
日
㈷
午
前
８
時
半
～

集
合
場
所
▽
吉
田
新
橋
左
岸

　
　
　
　
　
※
小
雨
決
行

持
っ
て
く
る
物
▽
長
靴
、
ゴ
ム
手
袋

募
集
締
切
▽
３
月
19
日
㈮

※
高
校
生
以
上
で
お
願
い
し
ま
す

…
日
本
自
然
保
護
協
会
員
（
ホ
タ
ル
の
会
）

　
☎
�
43
‐
３
４
４
０
（
中
島
）

第
４
回
吉
田
川
・
長
沖
川
の
河

川
敷
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

　
山
鹿
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

小
学
生
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
生
を
募

集
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
仲
間
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
・
経
験
者
を
問
わ
ず
広
く
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
！

対
象
▽
市
内
お
よ
び
近
郊
小
学
生

日
時
▽
毎
週
火
曜
日
（
３
月
２
日
～
）

　
　
　
午
後
７
時
半
～
９
時
半

場
所
▽
鹿
本
体
育
館

…
山
鹿
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会（
立
野
）

  

　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
48
‐
２
１
１
６

　
　
　
　
　
　
城
北
高
等
学
校（
川
口
）

  

　
　
　
　
　
　
　
　 

☎
44
‐
８
１
１
１

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

練
習
生
募
集
!!

申
込
・
問
合
せ
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【
平
小
城
の
芸
術
祭
】

　
平
小
城
に
関
係
す
る
芸
術
家
の
作

品
展
で
す
。

（
写
真
・
陶
芸
・
染
色
・
木
工
ク
ラ
フ
ト
）

期
間
▽
４
月
10
日
㈯
～
24
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

場
所
▽
平
小
城
ふ
れ
あ
い
広
場

入
場
料
▽
無
料

…
平
小
城
活
性
化
協
議
会
（
石
井
）

☎
44
‐
０
５
２
２

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▽
３
月
14
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
～

場
所
▽
植
木
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

…
山
鹿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
（
長
野
）

　
　
　
☎
48
‐
３
２
２
９

　

あ
そ
び
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
ポ
ケ
ッ
ト
ポ
ケ
ッ
ト

　
ま
ち
を
舞
台
に
、
い
ろ
い
ろ
な
「
忍

者
修
行
」を
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

「
忍
者
ご
っ
こ
」
を
通
し
て
、
出
会
い
、

発
見
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
あ
い
ま
す
。

日
時
▽
３
月
14
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
半

場
所
▽
旧
酒
蔵
天
聴
～
豊
前
街
道

参
加
費
▽
５
０
０
円

定
員
▽
小
学
生　

先
着
50
人

※
大
人
ス
タ
ッ
フ
も
20
人
募
集
！

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

☎
�
44
‐
６
３
７
５

や
ま
が
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
５
弾

　
「
忍
者
ご
っ
こ
in
山
鹿
」

問
合
せ

　
平
山
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
３
月
20

日
㈯
か
ら
４
月
24
日
㈯
ま
で
を
、「
菜

の
花
月
間
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
温
泉
施
設
を

利
用
さ
れ
た
人
に
は
抽
選
で
「
平
小
城

の
特
産
品
」
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

【
菜
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
】

日
時
▽
４
月
10
日
㈯

　
　
　
午
後
６
時
半
開
場  

７
時
開
演

場
所
▽
平
小
城
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　（
旧
Ｊ
Ａ
鹿
本
平
小
城
支
所
）

出
演
▽
ド
ゥ

　
マ
ル
シ
ェ

　
　
　（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と

　
　
　
　
バ
イ
オ
リ
ン
の
デ
ュ
オ
）

入
場
料
▽
高
校
生
以
上
１
、５
０
０
円

　
　
　
　 （
前
売
り
券
１
、０
０
０
円
）

　
　
　
　
中
学
生
以
下

　
無
料

来
場
者
に
は
、
平
山
温
泉
入
浴
券
付
。

平
小
城
活
性
化
協
議
会

　
　
　
　

菜
の
花
コ
ン
サ
ー
ト

問
合
せ

　
県
で
は
ご
家
族
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
に
、
耐
震
対
策
講
演
会
を
実
施

し
ま
す
。

日
時
▽
３
月
20
日
㈯
受
付
午
後
１
時
～

場
所
▽
熊
本
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

　
　
　
タ
ー（
ウ
ェ
ル
パ
ル
く
ま
も
と
）

内
容
▽

　
　
①
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
談

　
　
②
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

参
加
費
▽
無
料

※
詳
し
く
は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

…
県
建
築
課
建
築
物
安
全
推
進
室

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
３
５

「
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

　

学
ぶ
住
宅
の
耐
震
対
策
〜
」

　
天
使
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
き
に
来

ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

日
時
▽
３
月
28
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
半
開
場  

２
時
開
演

場
所
▽
菊
池
市
文
化
会
館

入
場
料
▽
前
売
り
５
０
０
円（
発
売
中
）

　
　
　
　
当
日

　
６
０
０
円

ゲ
ス
ト
▽
山
鹿
中
学
校
合
唱
部
、
山
鹿

　
小
学
校
音
楽
部
、
菊
陽
中
部
小
学
校

　
合
唱
部
、
菊
池
市
少
年
少
女
合
唱
団

…
文
化
課

☎
43
‐
１
６
９
１

第
20
回
山
鹿
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
　

定
期
演
奏
会

問
合
せ

温泉プラザ山鹿内に鹿本商工販売実習店舗をオープン ★★

　「かざぐるま」では、県内外の農業高
校の加工品、特別支援学校の作品、こ
だわりの自然食品などを提供していま
す。また、地域の野菜やくだものなど
の地産地消も推進します。
　皆さまのお越しをお待ちしています。

時間▷午前 10 時〜午後８時
場所▷温泉プラザ山鹿　１階
※３月下旬のグランドオープンには、
　目玉商品をご用意します。

…㈳鹿本商工高等学校かざぐるま
　　　　 ☎４６‐３１９１
問合せ

問
合
せ

　
う
ら
ら
か
な
春
の
ひ
と
と
き
を
ご

一
緒
に
楽
し
い
歌
声
で
心
を
あ
た
た

め
て
み
ま
せ
ん
か
？
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▽
３
月
28
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
開
場  

１
時
半
開
演

場
所
▽
ゆ
う
く
ん
ち
（
鹿
本
町
）

入
場
料
▽
無
料

…
コ
ー
ラ
ス
鹿
本
（
山
川
）

☎
46
‐
２
３
１
８

い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
し
ょ
う

　

心
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
♪

問
合
せ

第
６
回
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

問
合
せ
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仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室
⃞▶一　般
①正・准看護師　14 万 6 千円　②介護職員　12 万円〜　③
フロント・事務員　12 万 1 千円　④医療事務員　13 万円〜
⑤販売員　15 万円〜　⑥接客係員　13 万円〜　⑦カウン
ター係員　16 万 8 千円　⑧タクシー乗務員　11 万 6 千円〜
⑨４ｔウィング運転手　18 万円〜　⑩大型自動車整備士　
17 万円〜　⑪製造員　10 万 7 千円〜　⑫電気工事士　20 万
円〜　⑬作業員　17 万 5 千円〜

⃞▶パート
①正・准看護師　時給 900 円　②介護職員 　時給 700 円〜　
③ホームヘルパー　時給 1,100 円〜　④事務員　時給 700 円
〜　⑤受付・助手係員　時給 650 円　⑥店員　時給 630 円〜
⑦調理係員　時給 680 円〜　⑧製造係員　時給 700 円　
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採用済みの
場合もあります。職業相談室は、勤労青少年ホーム１階（市役
所裏中央公民館となり）です。　　      　　☎ ４３‐１７２４

⃞▶山鹿市美術協会絵画作品展
　前期、後期で 36 点の作品を展示します。作品は、水
彩画を中心に風景、静物などです。
　前期▷３月 １ 日㈪〜 15 日㈪まで
　後期▷３月 16 日㈫〜 31 日㈬まで
　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 〜 21：00（日曜日定休）

　
陸
上
自
衛
隊
が
誇
る
西
部
方
面
音

楽
隊
の
優
雅
で
壮
大
な
演
奏
を
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
！

日
時
▽
３
月
５
日
㈮

　
　
　
　
激
励
会
：
午
後
２
時
～

　
　
　
　
演
奏
会
：
午
後
３
時
予
定

場
所
▽
八
千
代
座

参
加
費
▽
無
料

…
自
衛
隊
山
鹿
地
域
事
務
所

☎
43
‐
７
４
５
７

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
合
同
激
励
会

　
　
「
自
衛
隊
音
楽
隊
」
演
奏
会

問
合
せ

日
時
▽
３
月
２
日
㈫
午
後
７
時
～

場
所
▽
法
事
の
館

　
夢
想
庵

テ
ー
マ
▽
‐
貴
女
の
お
部
屋
に
‐

　
　
　
　
　
手
作
り
の
お
ひ
な
さ
ま

　
　
　
折
紙
の
達
人

　
中
川

　
妙
さ
ん

会
費
▽
５
０
０
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館

　
夢
想
庵

　
☎
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

　
八
千
代
座
狂
言
教
室
の
講
師 

・
和

泉
流
萬
狂
言

　
野
村
万
禄
さ
ん
に
よ

る
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
狂
言
の
初

歩
的
な
動
作
や
見
方
を
や
さ
し
く
指

導
し
ま
す
。

日
時
▽
３
月
１
日
㈪

　
午
後
１
時
～

場
所
▽
八
千
代
座

参
加
料
▽
５
０
０
円

…
八
千
代
座

☎
44
‐
４
０
０
４

狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

オリジナル曲、マーチングドリル、ポップス
から演歌まで。皆さんが楽しんでいただける
よう一生懸命演奏します！！

山鹿中学校吹奏楽部　第 22 回定期演奏会 ★★

　恒例の定期演奏会です。皆さんの
ご来場をお待ちしています。
日時▷３月 28 日㈰
　　　午後１時半開場   ２時開演
場所▷八千代座
入場料▷無料

…山鹿中学校　　☎４３‐１１８５問合せ

問
合
せ

⃞▶坂本直昭の紙展　“紙ノ窓”
　大きな紙は、1.5 ｍ ×3.0 ｍ、小さな紙は千数百年前
から受け継がれてきた日本の寸法、32 ㎝ ×43 ㎝。小さ
な紙は、貼り合わせて大きな面にして、赤土や墨、柿渋
などで染色、描画します。200 点を展示予定しています。
　期間▷３月 30 日㈫〜４月４日㈰まで

宇城市不知火美術館　時間▷ 10：00 〜 17：00
※問い合わせは福本へ☎０９０‐２３９２‐３４７１
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＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

３
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 (曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
７日㈰ 上塚外科胃腸科医院 / 東内科小児科医院 / 幸村医院 岩下薬局

14 日㈰ もろとみ医院 / たなか眼科医院 鹿本中央薬局 / まつ薬局 / 岩下薬局

21 日㈷ 山鹿中央病院 / 大坂整形外科医院 岩下薬局

22 日㉁ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局 / まつ薬局

28 日㈰ 星田内科医院 / 松永整形外科リウマチ科 まつ薬局 / 岩下薬局

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室   43‐1118問合せ

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

１/12 山下地区用水路改修工事（その１） 鹿北町四丁地内 ㈲虎口建設 17,230,500

１/12 山下地区用水路改修工事（その２） 鹿北町四丁地内 ㈱古城建設 24,496,500

１/12 鹿北農産加工施設改修工事 鹿北町四丁地内 ㈲大栄建設 7,749,000

１/12 平成 21 年度　中村水源地送水タンク遮音壁設置工事 古閑地内 ㈱福山空間建設研究所 10,510,500

１/12 平成 21 年度　山鹿市東部簡易水道事業水道施設造成工事 鹿本町高橋地内 ㈲澤建設 13,650,000

１/12 平成 21 年度　山鹿市東部簡易水道事業水道施設二重ケーシング工事 鹿本町御宇田地内 南九調査開発㈱ 11,655,000

１/12 平成 21 年度　山鹿市東部簡易水道事業水道施設配管工事 鹿本町高橋地内 熊本設備㈱ 71,213,100

１/12 平成 21 年度　山鹿市東部簡易水道事業水道施設電機計装工事 鹿本町御宇田地内 ㈱ドゥプロジェクト 84,210,000

１/12 平成 21 年度　山鹿市東部簡易水道事業水道施設築造工事 鹿本町御宇田地内 ㈱富田住建 12,353,250

入札結果の報告（１月分）

３月

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
　までどうぞ（☎４４‐４００４）

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈪ 狂言ワークショップ
※当日参加できます。 午後 申込者

５日㈮
山鹿市・植木町　
自衛隊入隊予定者合同激励会
西部方面音楽隊演奏会

午後 無料

10 日㈬ 休館日 − −

13 日㈯
山鹿市教育委員会

「次世代につなぐ教育推進事業」
益川敏英博士講演会

午前
事前

申込者

20 日㈯ 平成 21 年度
山鹿八千代座狂言教室発表会 午後 無料

22 日㈪ 第 37 回
鹿本高校吹奏楽部定期演奏会 午後 無料

28 日㈰ 山鹿中学校吹奏楽部
第 22 回定期演奏会 午後 無料

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
保育行政推進のために
故佐藤アイコさん（鹿本町）の遺族から
　　　脚立付掲示用ホワイトボード　３組
　　　　　　　　（幼慈園・稲光園・富慈園へ）
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お問い合わせは、健康増進課（保健師）
まで（健康福祉センター内）　　
☎４３‐００５０ 赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報

献血に ご 協 力 く だ さ い

　皆さまからのあたたかいご協力をお待ちしていま
す。
場所と日時▷
①鹿央多目的研修センター
　３月 15 日㈪　９：30 〜 11：30 　12：30 〜 16：00
②菊鹿総合支所
　３月 18 日㈭　９：30 〜 11：30
③ＪＡ鹿本菊鹿支所　
　３月 18 日㈭　13：00 〜 15：30
④鹿北公民館　
　３月 29 日㈪　９：30 〜 11：30　
⑤ＪＡ鹿本鹿北支所　
　３月 29 日㈪　12：00 〜 13：00　14：00 〜 15：30

新型インフルエンザワクチンの
予 防 接 種 の 費 用 助 成 に つ い て

　現在、医療機関において優先順位に基づき予防接種
が実施されています。
　優先接種対象者以外の市民税非課税世帯 ･ 生活保護
世帯の人は費用助成があります。（平成 22 年 1 月 15
日以降の接種が該当です）
※優先接種対象者で山鹿市民の人は引き続き費用助成
　を行います。
　詳しい内容については、各家庭に配布しましたチラ
シまたは、山鹿市のホームページをご覧ください。ご
不明な点は健康増進課へお尋ねください。

平 成 2 2 年 度山鹿市各種健診の 希 望
調 査 票 の 提 出 は 、 お 済 み で す か ？

　「平成 22 年度各種健診希望調査票」を 2 月上旬に、
19 歳以上の人がいる全世帯へ郵送しています。年に 1
度、自分の健康状態を確認し、生活習慣を見直すチャ
ンスです！
　まだ、希望調査票の提出が、済ん
でいない人は、早めに提出をお願い
します。（返信用封筒期限３月 31 日）
　詳しくは、健康増進課保健師へお
尋ねください。

♣応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
　氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
　またはご持参ください。

♡ぼくからのメッセージ
いつも優しいじいちゃん、ばあ
ちゃん、大すきだよ♪

猪嶋　大
た い が

雅ちゃん
（H21. ６.20 生れ）
下高橋（鹿本）

♡パパ・ママからのメッセージ
元気で明るい子になってね。
大すきだよ。

有働　幸
こ う き

輝ちゃん
（H21. ８.19 生れ）
藤井（山鹿）

村上　遙
は る な

奈ちゃん
（H21. ３.11 生れ）
山鹿（山鹿）

♡わたしからのメッセージ
とてとて歩けるよ♪
じいじ、ばあば、これから
もいっぱい遊んでね。

赤ちゃん大募集！赤ちゃん大募集！

モシモシ健 康 情 報

３月の週間プログラム
月 無症候性心筋梗

こうそく

塞について
火 急性喉

こうとうがいえん

頭蓋炎とは
水 爪

つめはくせん

白癬
木 入れ歯の役割について
金 円形脱毛症の治療
土/日 子宮頸

けい

がんワクチン

24 時間電話を通して、健康をお届けします。
　　　　　　（祝日は前日と同じ内容です）
電話番号▷☎０９６‐３８５‐３３００
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　「医師不足」、「救急患者のたらい回し」など耳にされ
たことがあるかと思います。山鹿市には関係ないと思
われるかもしれません。「救患のたらい回し」は県内で
も今後そのような状況になりうることも危

き ぐ

惧されてお
り、当院でも「医師不足」は深刻な問題です。
　当院では 24 時間体制をとっています。平日は 17:15
〜翌朝 8:30、土日祝日は 8:30 〜 17:30、17:30 〜 8:30
で交代し、それぞれの時間帯は医師 1 人、看護師 2 〜 3
人で対応しています。限られた人数ですので救急対応
中はしばしばお待ちいただく状況になり、大変ご迷惑
をおかけしております。採血、レントゲンや CT 撮影な
ども夜間、休日でも施行できるように、技師も限られ
た人数の中で最大限に努力しています。医師の日当直

当院における救急体制の現状
山鹿市立病院
一般外科麻酔科長
　　　兼栄養科長　

大熊　利之

は対応可能な常勤医師 13 人で行い、月に３〜４回の当番
があり、翌日が平日の場合にはそのまま日常業務を行っ
ているのが現状です。
　救急外来の「コンビニ化」が全国で問題になっています。
これはコンビニが 24 時間簡単に利用できるように、救急
外来をコンビニ感覚で利用するという現状です。理由は

「昼間は仕事で時間がない」、「夜は待たなくていい」など
です。これが蔓

まんえん

延化してしまいますと、本当に重症の患
者さんへの十分な対応ができません。夜間、休日は昼間
と比較して人も不足しており、昼間に行えるような十分
な診療は実際には不可能です（応急診療です）。私たちは
医療人として地域医療を支えて行くのが使命ですが、皆
さんにもその地域医療を優しくサポートしていただけた
らと思います。よろしくお願い申し上げます。

【山健福】　　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習・健康セ
　　　　　　  ンター ひだまり

【ひまわり館】菊鹿健康福祉センター
　　　　　　  ひまわり館

【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北老福】　鹿北老人福祉センター

健康カレンダー
場所の省略表記

３
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
育児相談　9:30 〜
11:00  【ひまわり館】
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
20 年７月生 ) 13:30 〜
14:00 受付 【山健福】

育児相談　9:30 〜
11:00 　【ひだまり】
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:00 受付

     　　【ひだまり】

７ ８ ９ 10 11 12 13
育児相談　9:30 〜
11:00  【山健福・鹿北老福】
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
21 年７月・11 月生 ) 

13:30 〜 14:00 受付
　　【ひだまり】

14 15 16 17 18 19 20
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、21 年 11
月 生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　  　【山健福】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
18 年 11 月生 )13:30 〜
14:00 受付 【山健福】

21 22 23 24 25 26 27
７・８か月児健診
山鹿 ( 三玉を除く )・鹿
北・鹿央、21 年 7 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【山健福】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿本、18 年 11 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付　

　【ひだまり】

28 29 30
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

31

春分の日

振替休日

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

             　【山健福】
１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・

鹿本、20 年 7 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付　

【ひだまり】
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１月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆�およろこび�◆
山　鹿
　山　鹿　中川　紀彦さん♥前田真理子さん
　　　　　平井　英明さん♥須谷　厚美さん
　　　　　塩﨑秀一郎さん♥池部　なみさん
　八　幡　町田　圭史さん♥嶋田みずえさん
　三　玉　藤吉　　裕さん♥上田恵美子さん
菊　鹿
　城　北　宮本　昌明さん♥中満　寛子さん
鹿　本
　来　民　前川純一郎さん♥井手　博子さん
　中　富　松尾　俊一さん♥小原　博美さん
鹿　央
　山　内　前田　憲司さん♥平川智恵美さん

◆�うぶごえ�◆
山　鹿
　山　鹿　橋本　　陽

はる

さん　千歳　詩
し の

乃さん
　　　　　後藤　優

ゆ う か

佳さん　永石カルマさん
　　　　　坂井　優

ゆ な

那さん　松下　一
い っ き

喜さん
　　　　　神山　凜

り お ん

音さん　栗山　　遙
はる

さん
　　　　　上田　吏

り く

倖さん
　三　岳　船津　美

み う

羽さん
　三　玉　古川　柊

と う ま

馬さん
　大　道　髙木　快

か い と

太さん　本田　凜
り ん か

華さん
　　　　　菊地　柊

しゅうま

麻さん　川上　柊
と う ま

駿さん
　　　　　福島　海

か い と

斗さん
鹿　北
　広　見　吉田　　梓

あずさ

さん
菊　鹿
　城　北　窪田　　希

のぞみ

さん　窪田　　隼
しゅん

さん
鹿　本
　来　民　宮本　鈴

す ず な

菜さん　川添　希
き さ き

咲さん
　　　　　永瀬　心

こ は る

陽さん　北原　玲
れ お

煌さん
　稲　田　草本　美

み ゆ

釉さん
鹿　央
　山　内　前田みなみさん

◆�おくやみ�◆
山　鹿
　山　鹿　大塚由美子さん (56)　梶　　藤子さん (70)
　　　　　石井　虎男さん (83)　阿蘇品カツ子さん (91)
　　　　　吉田　幹男さん (46)　松本　トミさん (99)
　　　　　草村　鈴子さん (69)　大久保健一さん (88)
　　　　　赤星チヱ子さん (67)　江藤キクエさん (85)
　　　　　稲員カヲルさん (98)　松永　國男さん (87)
　　　　　釜賀ミノブさん (95)　竹下　　清さん (79)
　　　　　大坪　チズさん (89)
　米　田　原田　孝一さん (78)　倉原　正哉さん (88)
　川　辺　猿渡トヨメさん (76)　猿渡　アヤさん (94)
　八　幡　野口　忠勝さん (67)　德永　留子さん (79)
　　　　　向田　俊一さん (74)　児玉　厚生さん (49)
　　　　　古閑　知子さん (43)
　平小城　中川ハルヱさん (92)　新堀チツヱさん (102)
　　　　　眞﨑　剛臣さん (75)
　三　岳　佐藤南海男さん (65)　森　　恭美さん (78)
　三　玉　木庭ミスエさん (95)　渕上　　哲さん (62)
　　　　　坂田　敬次さん (75)
　大　道　野口　精子さん (81)　松永タツ子さん (77)
　　　　　奥村　康喜さん (86)　米加田ヨシ子さん (100)
鹿　北
　岳　間　黒田ミツ子さん (72)　島北　基実さん (97)
　岩　野　古川　隆俊さん (82)　菊本　國雄さん (91)
菊　鹿
　内　田　早田トヨ子さん (83)
　六　郷　上田　綾子さん (100)　福田　知二さん (77)
　　　　　原口　　渉さん (73)　山品　義子さん (89)
　　　　　𠮷里　哲也さん (85)　牛﨑　敏尚さん (83)
　城　北　金光　光臣さん (81)　川上タツコさん (93)
　　　　　原口八重子さん (86)　野中スミヱさん (98)
　　　　　片山　末葊さん (95)　古庄　幸男さん (81)
鹿　本
　稲　田　中川タツ子さん (86)　小山　　康さん (88)
　　　　　福島　正子さん (87)
　来　民　古庄　藤江さん (98)　松永　秀男さん (78)
　中　富　後藤　銀香さん (63)
鹿　央
　千　田　松川千代野さん (77)　佐野木久美子さん (80)
　　　　　葊田イツコさん (102)　髙森イツマさん (95)
　　　　　有働シズノさん (96)
　米野岳　小林　松枝さん (90)　原田　　正さん (96)
　　　　　大友　久枝さん (91)　有働　幸子さん (71)
　山　内　小田　益行さん (84)
※１月中の届出受付分を掲載しています

おやっ！？　畑にアザラシ出没
　　　アザラシにそっくりなカライモ　菊鹿地区

▲アザラシにそっくりなカライモ　　12月 21日撮影

　宮本信幸さん（菊鹿町阿佐古）の畑でアザラシにそっ
くりのカライモが 10 月末に収穫されました。
　宮本さんは「長年カライモづくりをしていますが、こ
んなカライモは初めて見ました」と笑顔で話しました。
　姿があまりにもアザラシに似ているので、地域でも
話題になり、多くの人を和ませました。
　４ヵ月たった今でも、玄関で来客者を出迎えている
そうです。
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■編集発行
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　（毎月１日発行）

■人口と世帯
人口 57,584 （ − 44 ）
　男 27,159 （ − 19 ）
　女 30,425 （ − 25 ）
世帯数 21,044 （ + 2 ）
１月末現在（前月末比）
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う
ら
や
ま

し
い
で
す
ね
。
こ
ん
な
風
に
グ
チ
っ
て
し

ま
う
の
は
歳
を
と
っ
た
証
拠
か
な
…(

か)�

♠
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
八
千
代
座

で
あ
り
、
若
年
性
認
知
症
の
足
立
さ
ん
本

人
の
お
話
や
、
劇
で
認
知
症
の
人
と
の

接
し
方
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
♠
地
元
の
せ
か
ら
し
か
劇
団
の
公
演

で
は
、
以
前
上
司
だ
っ
た
M
課
長
が
特
別

出
演
。
普
段
は
黙
々
と
仕
事
を
し
て
い
る

課
長
が
、
舞
台
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
初

舞
台
と
は
思
え
な
い
演
技
で
、
M
課
長
の

新
た
な
一
面
を
発
見
し
ま
し
た
。　

(

卓)

　

八
千
代
座
を
設
計
し
、
建
設
工
事
の
監
督
を
し
た
の
が
、
木
村

亀
太
郎
で
す
。
明
治
₄₄
年
１
月
の
柿こ

け
ら
お落
と
し
の
と
き
に
撮
影
さ
れ

た
八
千
代
座
の
写
真
に
は
、
八
千
代
座
木
戸
口
右
側
に
両
腕
を
広

げ
た
和
服
姿
の
男
性
が
写
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
男
性
が
₅₁
歳
こ
ろ

の
木
村
亀
太
郎
で
す
。

　

木
村
亀
太
郎
は
、
安
政
６
（
１
８
５
９
）
年
８
月
₂₄
日
、
旧
山

鹿
町
１
７
７
６
番
地
（
下
町
）
の
廻
船
問
屋
川
口
屋
、
木
村
銀
八

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。（
没
年
は
昭
和
₁₅
年
７
月
₁₂
日
、

享
年
₈₁
歳
）

　

青
年
に
な
る
と
、測
量
技
師
見
習
と
し
て
測
量
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、明
治
₁₈
年
に
長
崎
県
の
佐
世
保
に
軍
港
建
設
が
決
定
し
、

翌
明
治
₁₉
年
に
軍
港
建
設
が
始
ま
る
と
、
木
村
亀
太
郎
は
、
技
師

と
し
て
こ
の
建
設
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

佐
世
保
軍
港
が
完
成
す
る
と
、
木
村
亀
太
郎
は
山
鹿
に
戻
り
、

山
鹿
周
辺
の
学
校
、
劇
場
の
設
計
・
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

木
村
亀
太
郎
が
設
計
し
た
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
建
物
が
あ

り
ま
す
。

　

鹿
本
鉄
道
山
鹿
駅
本
社
、
鹿
本
郡
畜
産
場
、
鹿
本
製
糸
株
式
会

社
寄
宿
舎
、
山
鹿
尋
常
高
等
小
学
校
第
１
校
舎
、
八
幡
村
役
場
、

隈
府
町
﹁
桜
座
﹂、
熊
本
市
﹁
東
雲
座
（
し
の
の
め
ざ
）﹂、
山
鹿

高
等
女
学
校
校
舎
・
宿
直
室
、

山
鹿
町
薬
師
堂
、
中
富
村
役

場
そ
し
て
八
千
代
座
で
す
。

八
千
代
座
設
計
は
、
彼
の
集
大

成
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

八
千
代
座
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
、
大
阪
、
下
関
、
長
崎
、

熊
本
な
ど
の
全
国
の
芝
居
小
屋
を
丹
念
に
見
学
し
、
ま
た
、
上
海

に
も
渡
っ
て
建
築
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
特
に
熊
本
市
の
大
和

座
と
東
京
の
歌
舞
伎
座
に
八
千
代
座
の
原
形
を
求
め
、
大
和
座
に

は
大
工
棟
梁
の
泉
仁
平
と
何
度
も
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
設
計
さ
れ
た
八
千
代
座
は
、
一
見
す
る
と
江
戸
時
代

の
歌
舞
伎
小
屋
の
様
式
を
引
き
継
ぐ
伝
統
的
な
和
風
建
築
に
見
ら

れ
ま
す
が
、
屋
根
裏
の
ト
ラ
ス
構
造
、
客
席
の
勾
配
、
柱
に
鉄
の

鋼
管
を
使
う
な
ど
、
洋
風
建
築
の
長
所
が
随
所
に
使
わ
れ
て
い
る

和
洋
折
衷
の
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
八
千
代
座
を
象
徴
す
る
も
の
に
、
天
井
広
告
画
が

あ
り
ま
す
。
芝
居
小
屋
の
天
井
に
広
告
絵
を
張
り
、
出
資
金
を
集

め
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
が
、
木
村
亀
太
郎
で
す
。
当
時
、
芝

居
小
屋
の
天
井
に
広
告
絵
を
張
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と

で
、
彼
に
絵
の
才
能
が
な
け
れ
ば
、
実
現
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

木
村
亀
太
郎
は
看
板
屋
に
発
注
す
る
前
の
広
告
の
下
絵
を
描
き

ま
し
た
。
現
存
す
る
の
は
₃₂
枚
で
、
平
成
の
大
修
理
で
は
そ
の
下

絵
を
基
に
建
設
当
初
の
広
告
画
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
村
亀
太
郎
は
、
明
治
₄₄
年
の
杮
落
と
し
か
ら
大
勘
定

（
総
支
配
人
）
と
し
て
、
八
千
代
座
経
営
の
大
番
頭
を
昭
和
₁₃
年

ま
で
勤
め
ま
し
た
。
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